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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）

関

根

政

美

六五四三二一
は
じ
め
に
1
研
究
の
目
的

模
索
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
（
『
七
八
八
年
ー
叫
八
三
〇
年
代
）
…
：
以
上
第
一
回

発
展
期
の
植
民
地
（
｝
八
三
〇
年
代
ー
一
八
九
〇
年
代
）

保
護
・
防
衛
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
一
八
九
〇
年
代
1
一
九
六
〇
年
代
）
　
：
以
上
第
二
回

新
た
な
る
模
索
期
（
一
九
六
〇
年
代
1
）

あ
と
が
ぎ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
課
題
…
…
…
…
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
以
上
第
三
回

一
　
は
じ
め
に
1
研
究
の
目
的

　
本
研
究
の
目
的
は
、
現
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
か
か
え
る
数
多
く
の
諸
問
題
の
中
か
ら
い
く
つ
か
重
要
と
思
わ
れ
る
問
題
を
と
り
出
し
、
そ

の
問
題
が
発
生
し
て
く
る
歴
史
的
経
緯
、
お
よ
び
今
日
の
矛
盾
・
相
剋
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
以
下
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
諸
問
題
に

対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
態
度
、
反
応
の
考
察
を
通
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
民
性
、
社
会
的
性
格
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
一
九
八
八
年
に
建
国
二
〇
〇
年
を
迎
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
未
来
が
展
望
し

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
＝
二
〇
五
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
＝
二
〇
六
）

え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
に
て
取
り
上
げ
る
問
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
e
　
移
民
政
策
（
「
白
豪
主
義
」
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　
　
⇔
　
保
護
貿
易
・
産
業
政
策
（
国
内
幼
稚
産
業
の
保
護
）

　
　
㊧
　
国
防
政
策
（
ア
ジ
ア
の
中
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
）

　
　
四
　
強
制
仲
裁
制
度
と
労
使
関
係

　
こ
れ
ら
四
つ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
理
由
を
述
べ
て
お
き
た
い
◎
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
ま
ず
第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
国
の
歴
史
と
と
も

に
古
い
問
題
で
あ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
・
文
化
と
非
常
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
、
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
な
り
人
間
な
り

を
理
解
し
、
そ
の
特
質
、
価
値
体
系
、
国
民
性
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
な
戦
略
目
標
と
な
り
う
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
こ
れ

ら
四
つ
の
問
題
を
め
ぐ
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
世
論
が
長
い
間
分
裂
し
て
ぎ
た
の
で
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
議
論
を
生
み
出
し
て
い
る
、
す
な

わ
ち
、
各
々
の
問
題
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
・
社
会
に
与
え
る
影
響
力
と
重
味
が
一
段
と
大
き
い
。
第
三
に
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
問
題
は
、
一

見
無
関
係
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
相
互
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
同
時
に
、
互
い
に
矛
盾
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
矛
盾
・
相
剋
を
避
け
て
バ
ラ

ン
ス
よ
く
調
整
す
る
こ
と
が
大
変
難
か
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
バ
ラ
ソ
ス
を
達
成
す
る
こ
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
次
の
百
年
の
発
展
に
と
つ
て

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
故
に
、
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
四
つ
の
問
題
と
そ
れ
ら
の
間
の
対
立
・
矛
盾
を
含
ん

だ
相
互
関
係
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
研
究
の
筋
立
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
初
の
一
〇
〇
年
の
建
国
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
前
述
の
四
つ
の

問
題
が
登
場
し
て
く
る
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
次
に
、
こ
れ
ら
四
つ
の
問
題
が
登
場
し
て
く
る
過
程
と
二
〇
世
紀
に
お
け
る
展
開

を
扱
う
。
そ
し
て
、
今
日
の
矛
盾
・
相
剋
の
過
程
お
よ
び
未
来
展
望
を
行
な
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
－
最
終
的
に
は
、
今
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
直
面

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
、
　
「
多
元
文
化
主
義
」
と
「
脱
工
業
化
」
の
問
題
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
間
題
と
の
関
連
で
発
生
し
て
く
る
経
緯
が
示
さ
れ
る
G



以
上
の
議
論
を
明
確
に
す
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
は
四
つ
の
部
分
に
区
分
さ
れ
る
。

⑳㊧⇔o
模
索
期
（
一
七
八
八
年
－
一
八
三
〇
年
代
）

発
展
期
（
一
八
三
〇
年
代
i
一
八
九
〇
年
代
）

保
護
・
防
衛
期
（
一
八
九
〇
年
代
i
一
九
六
〇
年
代
）

新
た
な
る
模
索
期
（
一
九
六
〇
年
代
1
）

　
以
上
の
区
分
に
従
つ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
を
簡
単
に
要
約
し
て
み
る
と
以
下
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
囚
人
流
刑
地
と
し
て

設
定
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
囚
人
流
刑
地
で
あ
つ
た
が
た
め
に
そ
の
発
展
に
は
困
難
が
と
も
な
つ
た
。
し
か
し
、
大
変
な
困
難
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
主
要
輸
出
産
業
（
羊
毛
）
を
発
見
し
、
様
々
な
障
害
と
戦
い
つ
つ
発
展
を
と
げ
る
。
こ
れ
は
一
八
五
〇
年
代
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ

に
よ
つ
て
更
に
は
ず
み
を
つ
け
ら
れ
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
大
変
豊
か
な
生
活
水
準
を
持
つ
国
と
な
る
。
し
か
し
、
豊
か
に
な
つ
た
一
方
で
豊
か

な
生
活
水
準
を
お
び
や
か
す
要
因
も
増
え
て
く
る
。
そ
の
生
活
水
準
の
保
護
・
防
衛
を
目
ざ
す
諸
政
策
と
し
て
前
述
の
四
つ
の
問
題
が
一
九
世
紀

後
半
よ
り
現
わ
れ
、
二
〇
世
紀
最
初
の
数
十
年
の
問
に
発
展
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
政
策
も
二
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
国
際
環
境
の
激
変
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

お
か
げ
で
見
直
し
・
廃
棄
が
迫
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
生
活
防
衛
を
強
調
し
す
ぎ
た
た
め
に
新
し
い
時
代
に
適
応
す
る
た
め
の
積
極
的
な
経
済
・
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

会
発
展
政
策
を
疎
か
に
し
て
し
ま
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
九
世
紀
の
積
極
的
発
展
か
ら
二
〇
世
紀
の
消
極
的
な
発
展
政
策
へ
の
転
換
は
、
現

代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
向
を
大
き
く
規
制
し
て
い
る
。
そ
の
困
難
な
課
題
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
、
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
予
測

さ
れ
る
か
、
と
い
つ
た
諸
点
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
保
護
・
防
衛
と
は
、
苦
労
し
て
一
九
世
紀
後
半
に
達
成
し
た
高
度
な
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
生
活
水
準
を
い
か
に
維
持
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
反
映
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
い
つ
て
よ
い
。
一
八
世
紀
後
期
、

一
九
世
紀
初
期
の
模
索
期
と
同
じ
模
索
活
動
が
、
保
護
・
防
衛
と
い
う
消
極
策
を
の
り
こ
え
て
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
経
緯
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
＝
二
〇
七
）



　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
＝
二
〇
八
）

　
と
こ
ろ
で
、
一
国
社
会
の
研
究
と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
学
際
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
社
会

研
究
に
お
い
て
は
、
豪
日
の
経
済
・
貿
易
関
係
な
い
し
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
・
経
済
に
絞
ら
れ
た
研
究
が
多
く
、
体
系
的
で
統
合
的
な
研

究
は
少
な
い
。
む
ろ
ん
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
そ
し
て
軍
事
の
諸
側
面
を
統
合
的
に
捉
え
る
こ
と
は
大
変
難
か
し

い
o
そ
れ
は
単
に
、
各
々
の
側
面
を
研
究
し
並
列
的
に
な
ら
べ
る
こ
と
に
よ
つ
て
出
来
あ
が
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
各
諸
側
面
の
対
立
・

矛
盾
を
含
み
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
の
間
に
み
ら
れ
る
体
系
的
・
統
合
的
連
関
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
学
際

的
ア
プ
・
ー
チ
と
い
つ
て
も
、
多
く
の
分
野
の
違
う
人
々
が
集
合
し
て
研
究
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
統
合
的
な
視
野
か
ら
一
国
社
会
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
学
際
的
ア
プ
・
ー
チ
の
困
難
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
統
合
の
た
め
の
視
点
・
枠
組
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

見
し
、
同
調
を
多
く
の
人
々
か
ら
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
至
難
の
業
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
・
ー
チ
に
は
、
歴
史
的
視
点
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ど
こ
の
国
に
も
存
在
し
そ
う
な
問
題
、
例
え
ば

本
研
究
で
扱
う
四
つ
の
問
題
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
み
の
特
殊
問
題
で
は
な
い
し
、
ど
こ
に
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
生
じ
て

く
る
歴
史
的
環
境
や
現
代
の
国
際
関
係
・
環
境
に
よ
つ
て
そ
の
国
独
自
の
性
格
や
困
難
さ
を
抱
え
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
特
殊
性
を
無
視
し
て
は
正
し
い
認
識
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
歴
史
的
考
察
の
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
本

研
究
に
お
い
て
か
な
り
の
部
分
を
歴
史
的
過
程
の
記
述
に
費
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
従
つ
た
も
の
で
あ
る
。
先
進
諸
国
に
共
通
な
問

題
で
あ
り
な
が
ら
各
国
の
独
自
な
環
境
条
件
に
よ
る
特
殊
性
の
考
察
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
含
ん

だ
学
際
的
な
研
究
が
将
来
な
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
を
統
合
的
に
把
握
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
Q

　
（
1
）
　
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
動
向
が
語
つ
て
く
れ
る
。
八
二
年
の
予
測
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
ω
　
国
内
総
生
産
（
国
g
一
き
㌣
貯
周
g
O
U
℃
）
上
昇
率
　
　
三
・
六
％

　
　
　
㈲
　
物
価
上
昇
率
（
O
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
O
％

4



　
　
　
の
　
平
均
賃
金
（
週
給
）
上
昇
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
・
四
％

　
　
　
⑲
　
失
業
者
数
（
八
二
年
六
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
万
一
千
人

　
　
以
上
の
予
測
値
は
、
『
九
八
二
年
の
経
済
予
測
を
行
な
つ
た
様
々
な
予
測
の
平
均
値
で
あ
る
（
冨
8
3
言
〔
お
G
。
呂
）
。
失
業
者
率

　
は
、
だ
い
た
い
六
－
七
パ
」
セ
ン
ト
前
後
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
資
源
開
発
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
で
欧
州
よ
り
楽

　
観
的
で
あ
る
が
、
失
業
率
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
、
今
年
の
み
な
ら
ず
当
面
の
間
は
悲
観
的
な
予
測
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
と
い
つ
て

　
よ
い
だ
ろ
う
。
と
く
に
、
銀
行
、
ピ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
率
が
一
五
～
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上
昇
し
、

　
住
宅
購
入
者
の
悩
み
の
種
と
な
つ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
八
二
年
の
六
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
「
不
況

　
3
8
器
ざ
⇒
」
に
突
入
し
た
こ
と
を
宣
言
（
、
§
讐
ミ
貯
醤
、
欝
黛
§
、
ミ
肉
鳴
ミ
恥
ミ
鳩
逡
甘
昌
P
這
o
o
N
）
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経

　
済
・
社
会
の
困
難
の
克
服
に
あ
た
つ
て
本
研
究
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
間
題
の
解
決
が
急
務
と
な
つ
て
い
る
。

（
2
）
　
本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
福
祉
制
度
の
間
題
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
側
面
は
、
別
に
扱
う
予
定
で

　
い
る
が
、
生
活
防
衛
の
点
で
積
極
的
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
工

　
業
化
、
経
済
発
展
に
対
す
る
態
度
を
第
一
の
考
察
課
題
と
し
て
い
る
の
で
省
略
し
た
。
工
業
化
と
社
会
変
動
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の

　
基
本
と
す
れ
ば
、
工
業
化
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
が
ま
ず
研
究
の
第
『
歩
と
な
ろ
う
。

（
3
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
を
一
つ
の
地
域
と
み
な
し
、
社
会
お
よ
び
国
民
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
地
域
研
究
（
》
『
8
ω
9
－

島
3
）
と
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
学
際
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
複
雑
な
対
象
を
様
々
な

　
方
法
・
視
点
か
ら
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
技
術
・
経
済
産
業
構
造
、
人
口
構
成
・
社
会
成
層
・
社
会
移

　
動
、
労
使
関
係
、
社
会
福
祉
・
社
会
問
題
、
組
織
・
地
域
社
会
・
家
族
生
活
・
人
間
関
係
、
政
治
・
法
律
体
系
、
言
語
・
規
範
・
価
値
i

文
化
体
系
（
宗
教
を
含
む
）
と
い
つ
た
個
々
の
側
面
を
含
む
広
範
な
対
象
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
単
に
、
文
献
研
究
に
よ
る
も
の
ば
か
り

　
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
都
市
で
あ
れ
農
村
で
あ
れ
、
日
常
生
活
の
中
に
入
り
込
み
、
人
々
の
生
活
実
態
を
重
要
な
研
究
要
素
と
せ
ね
ば
な

　
ら
な
い
（
文
化
人
類
学
研
究
方
法
の
応
用
）
。
ま
た
、
本
文
で
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
歴
史
的
考
察
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
一
般
に
、
社
会
の
一
側
面
、
例
え
ば
政
治
制
度
・
過
程
を
研
究
す
る
に
お
い
て
も
、
そ
の
政
治
を
と
り
巻
く
社
会
、
文
化
、
経
済
そ
し

　
て
歴
史
と
い
つ
た
環
境
要
因
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
指
摘
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
特
殊
研
究
を
よ
り
進
展

　
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
体
的
な
地
域
研
究
を
必
要
と
す
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
地
域
研
究
は
、
全
体
的
地
域
研
究
と
特
殊
的
地
域
研

究
と
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
社
会
が
今
日
の
よ
う
に
、
工
業
化
・
脱
工
業
化
の
動
ぎ
の
中
に

巻
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域
研
究
は
「
社
会
変
動
・
文
化
変
容
」
の
研
究
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ

　
は
、
工
業
化
・
脱
工
業
化
の
衝
撃
の
も
と
に
変
化
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
も
の
の
方
向
を
見

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
〉

地域研究（Area　Studies）の基本的粋組

　　　　社会一文化変動研究

地域外部環境

全体的地域研究

特殊的地域研究

文献・統計研究

実地　調　査

質問紙調査
そ　　の　　他

♂
4

呼歴史的考察一現状 分析一未来変動分析ウ…
ト

五
　
　
（
＝
一
一
〇
九
）

学際的・統合研究
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オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
ご
一
＝
O
）

定
め
よ
う
と
す
る
〈
収
敷
・
分
散
〉
研
究
と
の
関
連
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
変
動
研
究
の
様
々
な
レ
ベ
ル
と
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
〔
一
九
八
ズ
a
）
〕
「
序
」
を
参

照
さ
れ
た
い
）
。
　
ま
た
、
一
つ
の
地
域
社
会
（
国
家
）
が
外
部
地
域
と
の
関
係
を
密
接
に
持
つ
場
合
、
外
部
環
境
（
国
家
の
場
合
、
国
際
環
境
・
関
係
）
が
視
野
に
入
つ
て
く
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
地
域
社
会
研
究
を
机
上
に
て
構
想
す
る
と
、
大
変
、
広
範
で
複
雑
な
性
格
を
持
つ
こ
と
が
理
解
し
得
よ
う
（
前
頁
下
図
参
照
）
。

　
も
つ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
地
域
研
究
は
必
要
な
い
と
す
る
者
（
本
岡
武
2
九
八
○
年
〕
一
－
八
頁
）
も
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
豪

州
は
東
南
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
政
治
・
社
会
が
不
安
定
で
な
い
故
に
、
豪
日
関
係
を
維
持
す
る
上
で
、
政
変
、
社
会
不
安
と
い
つ
た
経
済
外
的
要
因
の
研
究
の
必
要
が
少
な
い
。
そ
れ

故
に
、
経
済
研
究
を
土
台
に
し
て
、
他
は
必
要
に
応
じ
て
つ
け
加
え
れ
ば
よ
い
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
豪
日
経
済
関
係
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
と
い
う
実
践
的
な
観
点
か
ら
の
主

張
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
み
る
限
り
理
解
し
得
な
い
主
張
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
と
貿
易
・
経
済
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
政
変
・
社
会
的
混
乱
が
あ
る

た
め
、
社
会
・
政
治
動
向
ま
で
注
目
し
相
手
社
会
の
動
向
を
探
る
必
要
が
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
基
本
的
に
は
白
人
社
会
で
あ
り
、
政
治
・
社
会
的
に
み
て
も
大
変

安
定
し
て
い
る
故
に
、
撹
乱
要
因
と
し
て
社
会
・
政
治
の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
研
究
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
経
済
・
貿
易
関
係
の
維
持
と
い
う
現
実
的
な
目
的
を
土

台
と
し
た
議
論
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
広
範
な
研
究
目
的
を
追
求
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
全
体
像
を
研
究
す
る
場
合
、
不
十
分
な
主
張
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
経
済
関
係
を
維
持
す
る
と
し
て
も
、
経
済
を
中
心
に
や
る
だ
け
で
な
く
同
じ
重
味
を
持
つ
て
他
の
関
連
分
野
の
研
究
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
故
、
地
域
研
究
を
静
態
的
・
閉
鎖
的
な
村
落
の
文
化
人
類
学
的
研
究
と
し
て
限
定
し
て
考
え
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

6

二
　
模
索
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
（
一
七
八
八
年
i
一
八
三
〇
年
代
）

0
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
設
立
の
目
的

　
第
一
期
は
模
索
期
で
あ
る
。
囚
人
植
民
地
（
勺
9
巴
9
一
。
ξ
）
と
し
て
出
発
し
た
初
期
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
は
、
一
七
八
八

年
の
第
一
船
団
の
到
着
以
来
、
植
民
地
自
立
の
た
め
に
、
貧
弱
な
労
働
力
を
土
台
と
し
た
厳
し
い
自
然
と
の
格
闘
、
お
よ
び
植
民
地
の
経
済
的
基

礎
確
立
の
た
め
の
輸
出
用
主
要
産
品
の
発
見
へ
の
努
力
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
囚
人
流
刑
地
対
策
用
の
統
治
機
構
を
よ
り
一

般
植
民
地
の
統
治
機
構
に
変
容
さ
せ
る
た
め
の
植
民
地
内
の
自
由
人
お
よ
び
元
囚
人
達
に
よ
る
模
索
的
な
政
治
活
動
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
な
ぜ
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
、
囚
人
植
民
地
が
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

多
く
の
歴
史
家
が
か
し
ま
し
く
議
論
を
続
け
て
い
る
。
基
本
的
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
論
争
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
「
通
説
」
を



唱
え
る
人
々
は
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
。
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
、
一
七
八
七
年
一
月
二
二
日
に
流
刑
地
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
植
民

地
設
営
を
公
示
し
た
そ
の
直
接
的
な
原
因
は
、
一
七
七
六
年
に
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
い
て
発
生
し
た
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
あ
る
。
つ
ま
り
そ

れ
以
前
、
イ
ギ
リ
ス
は
毎
年
、
約
千
名
程
の
囚
人
を
強
制
労
働
力
と
し
て
送
り
込
ん
で
い
た
が
、
戦
争
開
始
と
と
も
に
そ
の
送
り
先
を
失
つ
て
し

ま
つ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
当
初
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
代
替
案
と
し
て
テ
ー
ム
ズ
川
や
英
国
南
部
の
河
川
に
廃
船
（
言
ε
を
利
用
し
て
流

刑
囚
を
収
容
し
た
が
、
結
局
、
増
大
す
る
囚
人
に
よ
る
衛
生
・
保
安
の
状
況
悪
化
を
招
き
、
緊
急
に
新
た
な
流
刑
先
を
決
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
一
七
八
三
年
、
独
立
戦
争
が
英
国
側
に
と
つ
て
予
期
せ
ぬ
敗
北
に
終
つ
た
と
し
て
も
、
労
働
力
を
必
要
と
す
る
合
衆
国
に
は
囚
人
の
受
げ
入

れ
を
拒
絶
す
る
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
楽
観
的
な
予
測
も
あ
つ
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
こ
の
予
測
は
甘
す
ぎ
た
。
他
の
手
段
と
し
て
英

国
政
府
は
当
時
の
植
民
地
で
あ
つ
た
カ
ナ
ダ
、
西
イ
ン
ド
諸
島
、
あ
る
い
は
ア
フ
リ
カ
に
目
を
つ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
候
補
地
に

は
該
当
地
と
し
て
決
定
を
下
す
に
は
い
く
つ
か
の
障
害
が
あ
つ
た
。

　
例
え
ば
、
カ
ナ
ダ
は
す
で
に
多
く
の
白
人
入
植
者
達
が
存
在
し
て
お
り
沿
安
問
題
の
処
理
が
困
難
で
あ
り
、
実
際
、
白
人
達
の
反
対
に
あ
つ
て

い
る
。
西
イ
ン
ド
諸
島
で
は
黒
人
奴
隷
商
の
利
益
と
競
合
し
、
黒
人
奴
隷
の
値
く
ず
れ
を
案
じ
た
奴
隷
商
人
の
反
対
に
あ
つ
て
拒
否
さ
れ
た
。
ま

た
東
ア
フ
リ
カ
あ
る
い
は
南
西
ア
フ
リ
カ
は
、
土
地
が
荒
涼
と
し
て
お
り
、
原
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
も
多
く
、
そ
の
上
に
、
な
に
よ
り
も

囚
人
お
よ
び
囚
人
監
視
人
の
白
人
に
は
気
候
が
厳
し
す
ぎ
る
、
な
ど
の
反
対
意
見
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
、
す
で
に
一
七
七
〇

年
に
キ
ャ
プ
テ
ソ
・
ク
ッ
ク
（
9
旨
嘗
冒
ヨ
8
9
爵
）
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
東
海
岸
が
気
候
・
風
土
の
点
に
お
い

て
も
又
、
原
住
民
の
数
・
性
格
に
お
い
て
も
問
題
が
な
く
、
最
適
地
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
当
地
は
早
く
か
ら
候
補
地
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
当
時
の
政
活
家
に
無
視
さ
れ
続
け
て
ぎ
た
最
大
の
原
因
は
、
英
国
よ
り
あ
ま
り
に
も
遠
く
隔
た
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
地
理
的

悪
条
件
、
す
な
わ
ち
《
距
離
の
暴
虐
（
3
。
ご
雷
暮
冤
。
ま
禦
磐
8
）
V
が
悪
夢
の
ご
と
く
彼
ら
の
思
考
を
さ
え
ぎ
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

流
刑
地
決
定
の
緊
急
さ
が
よ
り
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
七
八
七
年
五
月
、
囚
人
約
七
五
〇
名
と
軍
人
・
船
員
等
を
含
む
一
四
〇
〇
余
名
か

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
＝
二
一
一
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
ニ
ニ
ニ
一
）

ら
成
る
第
一
船
団
が
初
代
総
督
A
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
＞
穿
自
℃
臣
ξ
）
に
率
い
ら
れ
て
現
在
の
シ
ド
ニ
ー
の
南
に
位
置
す
る
ボ
タ
ニ
ー
湾
に
向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
）

つ
て
出
航
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
流
刑
囚
処
理
問
題
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
の
基
本
的
原
因
を
求
め
る
説
が
通
説
に
な
つ
て
い
る
。

　
こ
の
流
刑
囚
処
理
問
題
起
因
説
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、
新
た
な
説
を
唱
え
る
人
々
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
人
々
は

単
な
る
囚
人
流
刑
地
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
択
以
上
の
意
義
を
当
地
選
択
決
定
の
な
か
に
見
い
出
そ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
重
要
な

要
因
が
働
い
て
い
る
の
に
違
い
な
い
と
考
え
、
従
来
の
通
説
を
根
本
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
説
が
囚
人
流
刑
に
関
す
る

要
因
に
そ
の
基
本
的
原
因
を
限
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
い
く
つ
か
の
要
因
か
ら
説
明
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
試
み
が

軍
事
的
要
因
の
主
張
で
あ
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
海
岸
を
探
険
し
た
際
に
持
ち
帰
つ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
お
よ

び
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
産
の
エ
ゾ
松
（
霊
器
富
①
）
と
麻
は
当
時
の
大
英
帝
国
海
軍
の
軍
艦
の
帆
柱
や
帆
布
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

採
取
・
育
成
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
当
時
の
英
国
に
と
つ
て
そ
の
取
引
き
先
で
あ
る
中
国
と
の
海
上
交
通
路
に

お
い
て
他
の
列
強
諸
国
と
の
衝
突
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
よ
る
妨
害
を
避
け
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
と
東
を
ぐ
る
り
と
回
る
迂
回
路
を
開

発
す
る
必
要
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
よ
り
一
般
的
な
見
地
か
ら
、
当
時
の
帝
国
主
義
政
策
の
一
環
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
軍
事

基
地
な
い
し
補
給
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
等
々
。
こ
れ
ら
の
説
を
唱
え
る
グ
ル
1
プ
は
囚
人
流
刑
処
理
の
問
題
を
全
面

的
に
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
通
説
の
狭
義
的
解
釈
に
加
え
て
考
え
ら
れ
得
る
他
の
解
釈
を
付
け
加
え
多
角
的
な
方
面
か
ら
の
考
察

を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
く
流
刑
囚
処
理
問
題
起
因
説
V
お
よ
び
く
軍
事
的
・
経
済
的
・
政
治
的
起
因
説
V
の
論
争
に
結
着
を
つ
け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
不
可
能

　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
に
ま
つ
わ
る
原
因
論
の
存
在
を
提
示
す
る
だ
け
に
留
め
、
そ
の
論
争
に
加
わ
る

こ
と
は
あ
え
て
し
な
い
。
し
か
し
、
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
そ
の
当
時
の
官
界
お
よ
び
一
般
の
人
々
の
議
論
を
土
台
と
し
た
現
代
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ァ
植
民
《
原
因
・
目
的
V
論
争
か
ら
類
推
し
え
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
形
で
あ
る
に
せ
よ
、
当
時
の
人
々
の
多
く
は
、
流
刑
地
と
し
て
で

8



あ
れ
、
そ
う
で
な
い
他
の
目
的
の
た
め
で
あ
れ
東
部
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
は
、
必
ず
や
利
益
を
英
国
本
国
に
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
そ
こ

ま
で
い
か
ず
と
も
現
実
の
植
民
活
動
に
対
し
大
き
な
困
難
は
な
か
ろ
う
と
考
え
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
当
時
の
人
々
は
か
な
り
楽
観
的
に
考
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
当
時
の
多
く
の
人
々
に
よ
る
楽
観
的
な
予
測
が
逆
に
災
い
し
て
後
述
の
如
く
現
実
の

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
は
、
最
初
か
ら
そ
の
生
存
の
た
め
に
困
難
な
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
運
命
と
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
現
代
に
お
い
て
も
、
過
去
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
に
関
す
る
議
論
、
《
原
因
・
目
的
論
争
V
が
大
変
盛
ん
で
あ
つ
た
が
、
流

刑
植
民
地
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
お
け
る
植
民
地
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
展
を
規
制
し
続
け
た
と
い

う
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
予
想
以
上
の
困
難
が
さ
ら
に
植
民
の
際
に
と
も
な
つ
た
と
い
う
こ
と
も
強
調
し

て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⇔
　
第
一
船
団
の
苦
闘
と
そ
の
成
果

　
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
流
刑
植
民
地
が
生
存
し
続
け
る
た
め
に
は
以
下
の
二
つ
の
条
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
ま

ず
第
一
に
農
業
を
基
盤
と
す
る
自
給
自
足
経
済
を
確
立
す
る
こ
と
。
第
二
に
は
、
輸
出
品
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
外
貨
を
獲
得
し
、
必
要
物

資
の
購
入
を
可
能
に
す
る
こ
と
Q
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
英
国
政
府
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
本
来
、
流
刑
と
は
、
七
年
、

一
四
年
、
な
い
し
は
二
一
年
も
の
長
期
に
渡
つ
て
刑
期
を
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
囚
人
を
国
内
の
刑
務
所
に
収
容
す
る
か
わ
り
に
、
労
働
力
不

足
で
悩
む
植
民
地
に
低
廉
な
労
働
力
と
し
て
売
り
払
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は
植
民
地
に
対
し
て
は
労
働
力
の
廉
価
な
入

手
を
可
能
な
も
の
と
し
英
国
政
府
に
対
し
て
は
経
費
の
節
約
の
上
に
罪
人
の
懲
罰
を
か
ね
る
こ
と
を
約
束
す
る
と
い
う
、
双
方
に
と
つ
て
大
変
、

好
都
合
な
も
の
で
あ
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
囚
人
自
身
に
対
し
て
も
時
間
外
労
働
か
ら
多
少
の
賃
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
労
働
に
よ
る

改
心
と
将
来
の
再
出
発
の
た
め
の
蓄
え
も
決
し
て
夢
で
は
な
い
と
い
う
希
望
を
抱
か
せ
る
余
地
を
与
え
る
、
と
い
う
結
構
づ
く
め
の
制
度
で
あ

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
＝
二
＝
二
）

9



　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
＝
三
四
）

（
3
）る

。
と
り
わ
け
英
国
政
府
に
と
つ
て
は
、
何
よ
り
も
経
費
の
節
約
に
強
調
が
置
か
れ
る
は
ず
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
ニ
ュ
i
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
植
民
地
を
流
刑
地
と
設
定
し
た
以
上
、
国
内
に
流
刑
囚
を
維
持
し
て
い
く
よ
り
も
経
費
が
か
か
ら
な
く
て
済
む
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
短
期
内
の
産
業
・
経
済
的
自
立
の
た
め
の
二
つ
の
条
件
が
い
や
お
う
な
し
に
英
国
本
国

の
圧
力
に
よ
つ
て
促
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
当
初
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
お
よ
び
ク
ッ
ク
の
探
険
航
海
に
加
つ
た
植
物
学
者
バ
ン
ク
ス
（
oっ
一
こ
・
器
嘗
ω
磐
訂
）
に
よ
る
報
告
に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ァ
東
海
岸
は
気
候
も
良
く
、
土
地
も
肥
沃
で
、
緑
に
も
恵
ま
れ
、
水
資
源
に
も
こ
と
欠
か
な
い
好
条
件
の
土
地
・
風
土
を
有
し
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
政
治
家
が
懸
念
し
た
最
大
の
障
害
は
通
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
植
民
地
が
遠
隔
地
に
位
置
す
る
た
め
に
輸
送
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
、
ま
た
貿
易
に
よ
る
経
済
的
利
益
に
関
し
て
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
気
候
・
風
土
に
お
い
て
流
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

植
民
地
と
し
て
は
魅
力
あ
る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
第
一
船
団
に
は
約
七
五
〇
名
の
囚
人
の
ほ
か
に
は
、
わ
ず
か
二
年
分
の
食

料
お
よ
び
必
要
物
資
し
か
積
み
こ
ま
れ
て
い
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
植
民
活
動
が
二
年
の
間
に
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
予
測
し
て
見
積
ら
れ
た
量
で
あ

つ
た
が
、
こ
の
見
積
り
は
、
前
述
の
ご
と
く
は
な
は
だ
楽
観
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
現
実
に
は
、
二
年
後
に
待
ち
う
け
て
い
た
も
の
は
繁
栄
で
は

な
く
、
全
員
が
餓
死
寸
前
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
状
況
で
あ
つ
た
。
そ
の
理
由
は
主
に
当
初
の
バ
ン
ク
ス
報
告
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
た
政
府
の

　
　
　
　
　
　
（
5
）

誤
算
に
由
来
す
る
。
ど
の
点
が
、
誤
算
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
列
挙
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
e
期
待
通
り
の
肥
沃
な
土
地
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
肥
沃
な
土
地
は
あ
る
こ
と
は
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
パ
ラ
マ
ッ
タ
お
よ
び

ホ
ー
ク
ろ
ハ
リ
ー
河
流
域
で
、
上
陸
地
点
（
ジ
ャ
ク
ソ
ソ
湾
）
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
。

　
⇔
地
質
の
違
い
か
ら
英
国
よ
り
輸
送
し
た
農
耕
器
具
を
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
ま
た
農
業
用
の
種
子
も
こ
の
土
地
に

は
適
さ
な
か
つ
た
。

　
㊧
　
飲
料
用
お
よ
び
灌
瀧
用
に
都
合
の
良
い
河
川
が
不
足
し
て
い
た
。
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以
上
の
土
地
条
件
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
原
住
民
）
の
襲
撃
に
よ
る
妨
害
が
加
わ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
外
的
な
悪
条
件
の
ほ
か
に
植

民
者
側
に
内
在
し
た
悪
条
件
が
さ
ら
に
状
況
悪
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
植
民
地
運
営
の
中
心
と
な
る
べ
き
総
督
を
は

じ
め
、
そ
の
事
務
官
、
お
よ
び
武
官
、
兵
士
の
な
か
に
農
業
に
関
す
る
十
分
な
知
識
を
有
す
る
者
が
い
な
か
つ
た
。
第
二
に
、
囚
人
の
多
く
は
都

市
出
身
者
で
あ
る
た
め
に
農
業
に
う
と
く
、
家
畜
の
管
理
能
力
に
欠
け
、
数
少
な
い
貴
重
な
家
畜
に
逃
げ
ら
れ
て
も
た
だ
指
を
く
わ
え
て
見
て
い

る
だ
け
で
あ
つ
た
。
第
三
に
、
囚
人
労
働
力
そ
の
も
の
の
労
働
能
力
も
低
く
、
労
働
意
欲
も
乏
し
い
上
に
病
気
も
ち
が
多
か
つ
た
。
彼
ら
の
関
心

は
水
が
上
か
ら
下
に
流
れ
る
ご
と
く
農
業
経
営
か
ら
本
職
の
盗
つ
と
稼
業
に
向
け
ら
れ
て
い
つ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
船
団
到
着
二
年
後
に
囚
人

に
許
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
雨
風
か
ら
身
を
守
る
ボ
ロ
と
餓
死
か
ら
身
を
ふ
せ
ぐ
一
日
わ
ず
か
の
割
当
食
料
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
、
一
七
九
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

六
月
三
日
に
第
二
船
団
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
号
が
到
着
し
な
け
れ
ば
第
一
船
団
の
全
滅
は
避
け
ら
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。

　
も
つ
と
も
こ
の
船
団
に
属
し
て
い
た
食
料
等
物
資
補
給
船
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
が
沈
没
し
た
た
め
、
補
給
物
資
の
増
加
が
期
待
出
来
ぬ
ま
ま
囚

人
数
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
植
民
地
は
更
に
困
窮
に
陥
つ
た
。
し
か
し
、
二
年
も
の
間
本
国
か
ら
の
何
の
音
信
・
補
給
も
な
く
、
見
捨
て
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
焦
燥
に
か
ら
れ
、
絶
望
感
が
漂
い
、
植
民
意
欲
も
失
い
か
け
て
い
た
植
民
地
に
と
つ
て
は
、
こ
の
第
二
船
団

に
よ
つ
て
そ
シ
し
た
疑
惑
を
取
り
払
う
こ
と
が
出
来
、
精
神
的
に
大
変
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
後
、
苦
し
い
植
民
活
動
が
続
け
ら
れ
た

が
、
一
七
九
二
年
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
つ
た
総
督
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
こ
の
植
民
地
が
将
来
の
英
国
に
と
つ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
る
だ

ろ
う
、
と
い
う
予
測
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
（
9
薯
ξ
〔
お
醤
〕
。
ご
ξ
否
ρ
戸
ω
訂
き
三
N
）
。

㊧
　
流
刑
植
民
地
に
お
け
る
産
業
的
発
展
と
そ
の
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
う
人
々
を
抱
え
た
植
民
地
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
輸
出
産
品
の
探
索
に
専
念
す
る
余
裕
は
な
か
つ
た
。
植
民
地
そ
の

も
の
の
確
立
へ
の
基
礎
固
め
が
始
ま
つ
た
の
は
、
第
二
船
団
以
後
、
囚
人
お
よ
び
物
資
の
輸
送
船
が
毎
年
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
一

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
聞
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
＝
二
一
五
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
二
『
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
。
物
資
の
十
分
な
供
給
は
植
民
地
の
基
礎
確
立
と
と
も
に
イ
ソ
ド
、
中
国
と
の
貿
易
を
も
促
す
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
貿
易
に
手
を
出
し
、
後

ま
で
も
独
占
し
続
け
た
の
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
治
安
維
持
の
た
め
に
特
別
に
編
成
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
軍
団
の
士
官
達
で
あ
つ
た
。
当
時
の
貿
易
は
輸
入
品
の
購
入
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
支
払
は
主
に
英
国
大
蔵
省
の
発
行
す
る
手
形
で
あ
っ

た
。
そ
れ
故
に
英
国
大
蔵
省
は
植
民
地
維
持
に
多
く
の
資
金
を
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
出
費
の
削
減
を
計
る
た
め
の
努
力
が
英
国

政
府
に
よ
つ
て
歴
代
の
総
督
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
・
輸
出
業
の
発
展
の
他
に
、
植
民
地
貿
易
の
実
権

を
握
つ
て
い
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍
団
の
士
官
達
を
統
制
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
ら
は
、
植
民
地
に
お
け
る
英
国
大
蔵
省
手

形
の
支
出
を
自
由
に
管
理
し
て
い
た
上
に
、
自
ら
の
給
与
を
元
手
に
投
機
的
な
貿
易
業
に
手
を
出
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
囚
人
監
視
業
務
、
植
民
地

内
の
治
安
維
持
そ
し
て
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
に
よ
る
攻
撃
か
ら
植
民
地
を
守
る
と
い
う
任
務
を
課
せ
ら
れ
た
特
別
編
成
の
軍
人
達
で
あ
つ
た
が
、
白
人

逃
亡
囚
人
で
は
と
て
も
適
応
出
来
な
い
風
土
の
お
か
げ
で
囚
人
の
逃
亡
意
欲
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
原
住
民
達
も
比
較
的
大
人
し
く
、
攻
撃
用
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

器
も
大
変
幼
稚
な
も
の
で
あ
つ
た
た
め
、
彼
ら
は
商
業
活
動
に
十
分
暇
を
さ
く
こ
と
が
出
来
た
。
彼
ら
は
、
単
に
植
民
地
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
恩
赦

を
受
け
て
自
由
に
な
つ
た
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
（
国
§
呂
冨
一
）
や
刑
期
終
了
し
た
元
囚
人
を
部
下
に
し
て
植
民
地
内
流
通
機
構
も
支
配
し
て
い
た
。

そ
れ
故
、
彼
ら
士
官
達
の
私
利
私
欲
に
基
づ
い
た
商
業
活
動
を
統
制
し
出
費
を
抑
え
る
必
要
が
ま
ず
第
一
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍
団
士
官
を
統
率
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
た
め
に
、
植
民
地
支
出
の
過
剰
増
加
を
阻
止
し
得
な
か
つ
た
総
督
が
更
迭
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
事
態
さ
え
も
生
じ
た
。
第
二
代
総
督
ハ
ン
タ
ー
Q
o
冨
寓
9
醇
戸
客
毒
甲
一
。
。
。
。
）
が
そ
の
良
い
例
で
あ
つ
た
。

　
総
督
ハ
ン
タ
ー
の
後
を
つ
い
だ
キ
ン
グ
総
督
（
写
一
ぎ
O
崔
2
峯
躍
一
。。
。
。
山
。

。
8
）
は
英
国
政
府
の
要
求
に
忠
実
に
こ
た
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

任
者
の
二
の
舞
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
努
め
た
。
こ
の
姿
勢
は
多
く
の
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
と
り
わ
け
、
大
蔵
省
発
行
の
手
形
に
よ
る
貿
易
お
よ

び
植
民
地
内
の
流
通
機
構
を
支
配
し
て
い
た
植
民
地
軍
団
の
士
官
達
に
は
大
き
な
打
撃
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
士
官
達
の
な
か

に
は
南
太
平
洋
に
進
出
し
、
輸
出
品
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
植
民
地
予
算
の
縮
少
に
伴
う
貿
易
上
の
損
失
を
補
お
う
と
す
る
企
画
に
乗
り
出

12



す
商
魂
た
く
ま
し
い
士
官
も
い
た
。
ま
た
こ
の
頃
に
は
、
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
な
い
し
は
元
囚
人
の
な
か
で
も
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍

団
士
官
の
手
か
ら
独
立
し
、
商
業
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
つ
た
者
も
増
え
て
お
り
、
従
来
、
士
官
に
よ
つ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
植
民
地
貿
易

に
対
抗
で
き
る
ま
で
に
成
長
し
た
者
も
幾
人
か
い
た
。
ま
た
、
植
民
地
の
確
立
に
伴
い
、
イ
ソ
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
等
の
外
国
か
ら
の
商
人
に
よ
つ

て
支
店
が
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
蔵
省
手
形
よ
り
は
、
よ
り
利
益
の
あ
が
る
輸
出
品
の
発
見
に
努
力

が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
（
ω
響
9
〔
お
8
（
帥
）
〕
署
一
舘
－
一
。
。
9
）
。
こ
の
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
と
貿
易
商
人
に
対
し
て
キ
ン
グ
総
督
は
士
官
貿
易

独
占
弊
害
排
除
の
目
的
か
ら
優
遇
処
置
を
講
じ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
植
民
地
内
の
貿
易
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
化
し
輸
出
物
産
発
見
へ
の
情
熱
が

昂
揚
し
た
（
》
び
ぴ
良
ロ
8
0
（
び
）
〕
層
一
象
）
Q

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
品
と
い
え
ぽ
、
多
く
の
人
が
「
羊
毛
」
お
よ
び
農
産
・
牧
畜
製
品
、
さ
ら
に
資
源
ブ
ー
ム
に
よ

る
石
炭
・
鉄
鉱
石
等
を
思
い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
輸
出
品
の
中
心
は
「
な
ま
こ
」
、
ア
ザ
ラ
シ
の
「
皮
と
油
」
、
お
よ
び
ク
ジ
ラ
の

「
油
と
骨
」
、
す
な
わ
ち
海
産
物
に
あ
つ
た
。
つ
ま
り
、
今
日
と
は
全
く
異
な
つ
た
産
業
に
経
済
的
基
盤
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
一
八
世

紀
末
期
か
ら
一
九
世
紀
の
極
初
期
に
か
け
て
は
小
麦
粉
、
材
木
、
石
炭
、
白
檀
お
よ
び
ウ
ー
ル
な
ど
が
輸
出
産
品
と
し
て
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、

貿
易
品
と
し
て
採
算
に
あ
う
も
の
は
先
の
海
産
物
と
白
檀
で
あ
つ
た
。
と
く
に
白
檀
、
な
ま
こ
、
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
と
油
、
ク
ジ
ラ
の
油
と
骨
が
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

国
や
英
国
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
植
民
地
経
済
も
自
給
へ
の
道
へ
と
一
歩
前
進
す
る
よ
う
に
な
つ
た
（
ω
§
9
〔
ご
＄
（
。
）
〕
署
拐
q
－
8
伊
）
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
海
産
物
品
を
中
心
と
し
た
南
太
平
洋
貿
易
に
よ
る
輸
出
主
要
産
品
の
発
見
に
努
力
を
注
ぐ
か
た
わ
ら
、
陸
地
に
お
い
て
も
英

国
に
お
け
る
羊
牧
地
と
類
似
し
た
土
地
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
太
平
洋
貿
易
で
の
利
益
を
も
と
に
羊
（
主
に
メ
リ
ノ
種
）
を
南
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

よ
り
輸
入
し
、
そ
の
育
成
に
精
を
出
す
者
も
現
わ
れ
始
め
た
（
》
び
げ
象
ロ
。
＄
（
。
）
〕
寧
N
8
－
認
q
・
）
。
か
く
し
て
第
三
代
総
督
キ
ソ
グ
の
統
治
時
代

に
は
多
く
の
商
業
活
動
が
活
性
化
さ
れ
た
。
こ
の
現
象
は
一
つ
に
は
、
一
七
九
〇
年
代
か
ら
一
八
○
○
年
代
に
か
け
て
ホ
ー
ク
ス
パ
リ
ー
お
よ
び

バ
ラ
マ
ッ
タ
を
中
心
と
す
る
農
業
活
動
が
軌
道
に
乗
り
、
余
剰
産
品
の
産
出
も
可
能
に
な
つ
た
た
め
に
一
部
で
は
あ
る
が
農
業
か
ら
商
業
へ
と
転

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
一
　
（
二
一
二
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
＝
一
＝
八
）

出
し
て
い
つ
た
者
も
現
わ
れ
る
ほ
ど
に
農
業
が
発
達
し
て
き
た
、
と
い
う
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
き
び
象
ロ
8
。
（
ゆ
）
〕
三
蕊
・
）
Q

　
し
か
し
な
が
ら
、
植
民
地
の
発
展
を
大
幅
に
規
制
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
つ
た
。
海
上
に
お
い
て
は
①
英
国
東
イ
ソ
ド
会
社
に
よ
る
中
国

を
含
む
ア
フ
リ
カ
以
東
の
貿
易
の
独
占
、
②
英
国
本
国
の
海
運
の
利
益
を
守
る
た
め
の
航
海
条
例
の
存
在
、
③
英
国
本
国
の
ア
ザ
ラ
シ
狩
船
団
お

よ
び
捕
鯨
船
団
と
の
競
合
、
④
米
国
捕
鯨
船
団
と
の
競
合
。
さ
ら
に
陸
地
に
お
い
て
は
⑤
羊
毛
輸
出
を
め
ぐ
る
英
国
羊
牧
業
界
と
の
競
合
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ら
の
厚
い
障
壁
が
幼
い
植
民
地
の
前
に
立
ち
は
だ
か
つ
て
い
た
。
第
一
の
障
害
で
あ
る
東
イ
γ
ド
会
社
の
イ
ン
ド
洋
・
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け

る
貿
易
の
独
占
は
植
民
地
に
よ
る
直
接
的
な
貿
易
の
阻
止
、
お
よ
び
植
民
地
側
の
利
益
の
搾
取
を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二
の
航
海
条
例
は
英

国
と
の
貿
易
は
す
べ
て
英
国
船
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
植
民
地
は
更
に
利
益
の
搾
取
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な

か
つ
た
。
ま
た
、
植
民
地
に
お
け
る
造
船
の
規
制
は
貿
易
そ
れ
自
体
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
内
造
船
業
お
よ
び
そ
の
関
連
産
業
の
成
長
を
阻
害
す

る
も
の
で
あ
つ
た
。
第
三
の
英
国
捕
鯨
船
団
と
の
競
合
は
、
結
局
、
英
国
捕
鯨
会
社
の
政
治
的
圧
力
の
結
果
と
し
て
、
植
民
地
産
品
に
対
す
る
高

第2－1表　英国輪入関税の一例（1樽当り）

英　国船 植民地船
1 1

鯨　　　　　　　蝋　　　　15s　　gd　　　　　£24　18s　9d

ごんどう鯨油　　10s　6d　　　£8　8s

象あざらし油1・・s6d£88s

　　　資料出所：Steven〔1969（c）〕p．299

関
税
と
い
う
形
で
し
わ
寄
せ
が
来
た
（
第
2
i
－
表
）
。
第
四
の
米
国
の
捕
鯨
船
の
場
合
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
制
約

の
枠
外
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
シ
ド
ニ
ー
を
基
地
と
し
て
自
由
に
貿
易
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
有
す
る
上
に
、
南

太
平
洋
に
ま
で
進
出
し
よ
う
と
す
る
精
力
的
な
意
欲
は
東
イ
ン
ド
会
社
に
と
つ
て
も
そ
の
利
益
を
お
び
や
か
す
存
在
で

あ
つ
た
。
い
わ
ん
や
そ
の
存
在
は
植
民
地
に
と
つ
て
は
ま
さ
に
脅
威
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
第
五
の
羊
毛
に
関
し
て

は
、
す
で
に
一
八
○
○
年
前
後
か
ら
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ド
イ
ツ
羊
毛
に
そ
の
存
在
を
脅
か
さ
れ
て
い
た
英
国
は
、
輸
入

毛
に
高
い
関
税
を
か
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
英
国
羊
牧
業
界
の
保
護
に
努
め
た
。
植
民
地
羊
毛
も
ク
ジ
ラ
や
ア
ザ
ラ
シ
と

同
様
、
例
外
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
つ
た
。
庇
護
下
に
あ
る
植
民
地
と
は
い
え
、
一
た
び
本
国
英
国
と
の
間
に
利
益
上

の
競
合
が
生
じ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
苛
酷
な
経
済
戦
争
と
い
う
現
実
が
待
ち
受
け
、
幼
な
い
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
植
民
地
は
産
声
と
と
も
に
厳
し
い
世
界
と
対
座
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

14



　
他
方
、
こ
う
し
た
対
外
的
な
荒
波
に
立
ち
向
か
つ
て
い
た
こ
の
時
期
に
植
民
地
内
に
お
い
て
政
治
的
な
嵐
が
吹
き
あ
れ
始
め
て
い
た
Q
囚
人
植

民
地
と
し
て
あ
く
ま
で
も
そ
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と
、
英
国
本
国
の
商
業
・
貿
易
上
の
利
益
を
守
る
こ
と
、
植
民
地
貿
易
商
に
よ
つ
て
独
立
小

農
経
営
者
の
利
益
が
搾
取
さ
れ
ぬ
よ
う
に
監
視
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
植
民
地
の
総
督
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
の
一
つ
で
あ
る
と
解
釈
し
た
第
四
代

総
督
ブ
ラ
イ
（
≦
旨
馨
ω
凝
げ
）
は
こ
の
任
務
を
忠
実
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
商
業
発
展
を
最
低
限
度
に
と
ど
め
、
こ
の
植
民
地
が
囚
人
流
刑
地

と
し
て
出
発
し
た
本
来
の
目
的
、
す
な
わ
ち
囚
人
の
強
制
労
働
お
よ
び
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
と
元
囚
人
の
独
立
小
農
経
営
に
基
づ
く
農
業
社
会
と
し

て
発
展
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
植
民
地
内
に
お
い
て

通
貨
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
ラ
ム
酒
の
輸
入
・
流
通
を
阻
止
し
、
囚
人
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
植
民
者
が
泥
酔
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
な

ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
先
決
と
考
え
、
こ
の
ラ
ム
酒
貿
易
を
行
な
つ
て
い
た
植
民
地
貿
易
商
お
よ
び
士
官
達
と
対
立
す
る
構
え
を
と
つ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
ブ
ラ
イ
総
督
の
「
．
ハ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
反
乱
」
を
自
ら
導
い
た
潔
癖
さ
と
同
時
に
短
気
で
興
奮
し
や
す
い
性
格
も
手
伝
つ
て
、

個
人
的
利
益
を
最
大
限
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
植
民
地
貿
易
商
人
お
よ
び
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
士
官
や
そ
の
退
役
軍
人
の
間
に
強
烈

な
反
感
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
そ
の
反
感
は
一
八
〇
七
年
に
は
ブ
ラ
イ
総
督
に
対
す
る
反
乱
に
ま
で
発
展
し
て
い
つ
た
。
結
局
、
反
乱
そ
の
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ブ
ラ
イ
総
督
の
追
放
に
よ
つ
て
結
着
が
つ
い
た
が
、
そ
の
後
、
当
時
、
羊
牧
業
に
着
手
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍
団
退
役
士

官
マ
ッ
カ
！
サ
ー
（
冒
冨
霞
§
酵
ξ
）
は
後
に
首
謀
者
と
し
て
反
乱
を
扇
動
し
た
か
ど
で
英
国
に
十
年
近
く
も
の
間
幽
閉
さ
れ
る
身
と
な
り
、
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

民
地
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
の
損
失
は
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
植
民
地
経
済
に
動
揺
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
混

乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
植
民
地
の
経
済
発
展
へ
の
努
力
は
、
英
国
か
ら
の
圧
力
を
は
ね
の
け
て
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

㈱
　
初
期
植
民
地
の
産
業
的
発
展
と
社
会
的
発
展
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幸
運
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
植
民
地
の
発
展
の
前
に
立
ち
は
だ
か
つ
て
い
た
障
害
の
い
く
つ
か
は
と
り
の
ぞ
か
れ
始
め
、
状
況
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
＝
二
一
九
）



　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
一
三
二
〇
）

ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
と
つ
て
都
合
の
良
い
方
向
に
好
転
し
て
い
つ
た
。
第
一
、
第
二
の
障
害
で
あ
つ
た
東
イ
ソ
ド
会
社
、
お
よ
び
航
海
条

例
に
よ
る
規
制
は
中
世
的
遺
制
で
あ
り
、
自
由
貿
易
の
発
展
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
そ
の
改
善
を
要
望
す
る
者
が
英
国
内
に
お

い
て
も
生
ま
れ
て
来
た
た
め
に
、
一
八
一
〇
年
代
に
大
幅
な
改
善
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
特
に
、
前
者
が
一
八
一
四
年
に
独
占
的
活
動
範
囲
を
中
国

貿
易
に
の
み
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
植
民
地
に
と
つ
て
大
き
な
救
い
で
あ
つ
た
。
ま
た
英
国
捕
鯨
船
団
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
近
海
ま
で
の
航
海
に

と
も
な
う
高
コ
ス
ト
の
た
め
と
、
植
民
地
と
の
競
合
の
た
め
に
圧
力
集
団
と
し
て
の
力
を
衰
退
し
て
い
つ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
英
国
政
府
に

よ
る
植
民
地
経
済
へ
の
配
慮
か
ら
、
関
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
捕
鯨
船
は
全
般
的
に
鯨
の
乱
獲
か
ら
捕
鯨
不
振
に
陥
り
、
漸

次
、
中
国
貿
易
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
て
い
つ
た
。
羊
毛
輸
出
に
お
い
て
も
厚
い
障
壁
は
打
ち
く
だ
か
れ
て
行
つ
た
。
一
八
二
一
一
年
に
シ
ド
ニ
ー
東

方
約
一
〇
〇
k
m
に
あ
る
ブ
ル
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
山
脈
の
か
な
た
に
広
大
な
牧
草
地
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
英
国
に
お
い
て
工
業
化
・
都

市
化
の
進
展
に
よ
り
良
好
な
牧
草
地
が
減
少
し
た
こ
と
、
お
よ
び
羊
の
品
種
改
良
が
工
業
用
羊
毛
に
不
向
き
に
な
つ
た
た
め
に
英
国
羊
牧
業
界
が
・

不
振
に
陥
つ
た
こ
と
、
な
ど
が
幸
い
し
て
、
輸
入
へ
の
制
約
を
と
り
除
く
条
件
が
熟
し
て
い
つ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
一
九
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け

て
、
植
民
地
の
状
況
を
視
察
に
来
た
ト
ー
マ
ス
・
ビ
ッ
グ
（
↓
ぎ
暴
ω
田
器
。
）
が
こ
の
植
民
地
は
単
な
る
囚
人
流
刑
地
で
は
な
く
、
経
済
発
展
、

と
く
に
羊
毛
の
発
展
の
可
能
性
を
持
つ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ド
イ
ッ
、
ス
ペ
イ
ソ
の
羊
毛
に
頼
ら
な
く
て
も
十
分
で
あ
る
の
で
む
し
ろ
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

地
羊
毛
に
対
し
て
優
遇
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
英
国
政
府
に
報
告
し
た
こ
と
、
一
八
一
七
年
に
幽
閉
先
か
ら
も
ど
つ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

ロ
ソ
ド
ン
滞
在
中
に
羊
毛
の
品
種
改
良
技
術
を
学
び
、
上
質
品
種
の
製
造
に
成
功
し
た
こ
と
、
な
ど
の
好
条
件
が
続
出
し
た
。
と
り
わ
け
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
の
羊
毛
は
一
八
二
二
年
に
英
国
技
術
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
、
そ
の
翌
年
、
植
民
地
羊
毛
に
は
ド
イ
ッ
羊
毛
や
ス
ペ
イ
ン
羊
毛
に
比
べ
て
遙

か
に
低
い
関
税
の
体
系
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
（
寄
げ
象
ω
〔
奮
。。
〕
召
島
－
軋
N
）
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
の
変
化
は
植
民
地
に
と
つ
て
有
利
な
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
植
民
地
経
済
・
社
会
そ
の
も
の
に
も
変
化
が
生
じ
て

い
た
。
①
一
八
○
○
年
代
、
一
八
一
〇
年
代
の
乱
獲
が
た
た
つ
て
、
ア
ザ
ラ
シ
捕
獲
量
が
減
少
し
始
め
た
こ
と
、
ま
た
、
沿
海
捕
鯨
も
同
様
な
限
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界
を
み
せ
は
じ
め
た
こ
と
が
植
民
地
内
の
商
業
・
産
業
構
造
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
②
英
国
に
お
け
る
不
況
が
結
果
と
し
て
植
民
地
貿
易
の
不

況
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
③
貿
易
が
英
国
、
イ
ソ
ド
、
中
国
と
の
問
に
確
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
貿
易
に
関
す
る
作
業
そ
の
も
の
が
専
門
的
知

識
・
経
験
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的
組
織
化
、
す
な
わ
ち
官
僚
制
化
、
プ
・
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の

士
官
・
退
役
士
官
な
い
し
は
エ
マ
ソ
シ
ピ
ス
ト
や
地
主
と
い
つ
た
投
機
的
素
人
貿
易
商
の
参
入
す
る
余
地
が
少
な
く
な
り
、
し
か
も
利
潤
も
減

少
す
る
と
い
う
条
件
が
重
な
つ
た
こ
と
。
以
上
の
理
由
か
ら
植
民
地
エ
リ
ー
ト
階
級
の
目
は
海
上
か
ら
陸
上
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
つ
た
（
oっ
一
。
〈
。
．

〔
お
＄
（
げ
）
〕
夢
一
。。
堅
一
。

。
9
）
。
そ
の
ほ
こ
先
は
、
一
方
に
お
い
て
は
輸
入
品
代
替
工
業
、
お
よ
び
輸
入
不
可
能
品
目
工
業
へ
の
進
出
で
あ
り
、
他

方
に
お
い
て
は
広
大
な
牧
草
地
を
土
台
と
す
る
羊
・
牛
等
の
牧
畜
業
の
発
達
で
あ
つ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
前
者
は
植
民
地
内
の
労
働
．
資
本
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
迅
）

力
足
と
、
英
国
工
業
界
の
利
益
を
守
る
と
い
う
英
国
政
府
の
反
対
に
あ
つ
た
た
め
に
そ
の
発
展
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
つ
た
が
、
後
者
は
、
英

国
工
業
界
と
の
利
害
が
一
致
し
た
た
め
に
、
急
速
に
発
展
し
て
行
つ
た
（
ω
雪
9
〔
ご
＄
（
げ
）
〕
亭
一
。。
命
一
。
。
伊
）
。
　
一
八
一
〇
年
代
に
始
ま
つ
た
こ

の
よ
う
な
産
業
の
構
造
的
変
化
に
よ
つ
て
、
一
八
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
代
に
は
、
植
民
地
内
に
お
い
て
経
済
競
争
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
遂
に
は

羊
毛
輸
出
が
海
産
物
品
の
輸
出
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
至
つ
た
（
第
2
i
2
表
）
。

　
こ
う
し
た
産
業
構
造
上
の
変
化
は
、
従
来
、
こ
の
植
民
地
を
囚
人
流
刑
地
と
み
な
し
て
い
た
英
国
政
府
お
よ
び
一
般
英
国
民
の
植
民
地
に
対
す

る
態
度
変
化
を
促
す
こ
と
と
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
囚
人
の
流
刑
地
と
し
て
の
地
の
果
て
、
世
界
の
果
て
、
と
い
う
認
識
か
ら
、
新
し
い
フ
・
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

イ
ア
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
認
識
へ
の
移
行
で
あ
る
。
一
八
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
英
国
政
府
は
、
一
定
の
資
本
（
五
〇
〇
ポ
ソ
ド
以

上
）
を
所
有
す
る
中
産
階
級
を
植
民
地
に
送
り
込
み
、
彼
ら
に
一
定
の
土
地
を
下
付
し
、
農
業
あ
る
い
は
牧
畜
を
営
ま
せ
、
労
働
力
と
し
て
の
囚

人
お
よ
び
元
囚
人
を
使
用
さ
せ
る
と
い
う
形
で
、
植
民
地
開
発
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
つ
た
。
毎
年
数
百
人
単
位
で
移
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

送
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
一
八
二
〇
年
代
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
週
辺
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
植
民
地
は
急
速
に
、
南
北
、
お
よ
び
内
陸
へ
向

か
つ
て
拡
大
し
は
じ
め
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
お
け
る
植
民
地
羊
毛
の
占
め
る
割
合
も
一
八
一
〇
年
に
は
三
・
八
％
に
す
ぎ
な
か
つ
た
も
の

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
一
七
　
　
（
二
三
二
）
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第2－2表　二昌一・サウス・ウヱールズ植民地輸出統計（1830－50）

年度

1　　海産物品（Fishe，y） 羊　　毛　（Wool）

輸出額（£）輸出比率（％）輸出額（£）輸出比率（％）

全輸出額（£）

1830 59，471 42 34，907 25 141，461

1835 180，349 26 299，587 44 682，193

1840 224，144 16 566，122 40 1，399，687

1845 96，804 6 1，009，242 65 1，555，986

1850 29，368 1 1，614，241 67 2，399，580

資料出所：Little〔1969〕p．125。

第2－3表　英国の羊毛輸入（輸入比率）

1810 1830 1840 1850

オーストラリア 3．8 8．1 22．0 47．0

ド　　イ　　ツ 8．0 75．8 33．9 10．6

ス　ペ　イ　ン 80．0 11．1 3．8 3．4

そ　　の　　他 8．2 5．0 40．3 39．0

合　　　　計 100．0 100．0 100．0 100．0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）

資料出所：Roberts〔1935〕p．45．

第2－4表ニュー・サウス・ウェールズ

　　植民地人ロ（1792年10月12日）

第2－5表二昌一・サウス・ウ
ェールズ植民地人口（1823年）

男　女 　　　比率子供合計（％）

謄
人
人
者
者
ト
人
供

攣
由
縮
諺

悔
官
由
人
ン

官
　
　
　
囚
マ

文
士
自
自
元
エ
囚
子

27　3
351　31

67　4
11　24
52　－

　8　2
1，948414

4
鈍
1

127

341．1
41613．4

72　2．3

35 1．1

52　1．

100．3
2，362　　76。

1　4．1

ム
ロ 計 2，464 478 166

亀・・81・㎝・

男女計 比率（％）

自　由移民 1，307 5．5

植民地生まれ 1，495 6．2

エマンシピスト 1，121 4．7

元　　囚　　人 3，255 13．6

囚　　　　　人 10，873 45．4

子　　　　　供 5，668 23．8

船　　　　　員 220 0．9

合　　　計 23，939 100．Q

資料出所；Gτeenwood〔1974〕p。13．

資料出所3Cla！k〔1962〕p．130。

八

（
二
三
＝
一
）
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が
、
一
八
三
〇
年
に
は
八
・
一
％
へ
と
延
び
て
い
つ
た
（
第
2
1
3
表
）
。

　
か
く
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
は
羊
毛
産
業
を
輸
出
の
中
心
と
す
る
羊
の
国
へ
と
変
わ
つ
て
い
つ
た
。
こ
の
羊
牧
業
の
発
展
に
よ
つ
て
自

由
移
民
（
甲
8
0
。
象
一
霧
）
、
な
い
し
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
・
元
囚
人
の
人
口
内
に
占
め
る
割
合
も
増
加
し
、
植
民
地
経
営
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

（
第
2
1
4
表
及
び
第
2
1
5
表
）
。
そ
う
な
る
と
彼
ら
は
総
督
お
よ
び
英
国
政
府
に
対
し
て
政
治
的
制
度
の
変
革
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
本

来
、
こ
の
植
民
地
は
囚
人
流
刑
地
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
刑
事
裁
判
は
軍
人
陪
審
員
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
民
事
裁
判
は
陪
審
員
な

し
の
三
人
の
判
事
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
上
級
裁
判
で
は
総
督
自
身
が
判
事
と
な
つ
て
い
た
。
行
政
・
立
法
に
関
し
て
は
、
総
督
が
国
王

の
名
代
と
し
て
専
制
的
な
権
力
を
持
つ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
囚
人
お
よ
び
軍
人
の
占
め
る
割
合
が
大
き
か
つ
た
時
代
に
は
都
合
の
良
い

も
の
で
あ
つ
た
が
、
自
由
人
の
増
大
と
と
も
に
不
適
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
英
国
政
府
は
一
八
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
う

し
た
植
民
地
の
状
況
変
化
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
す
で
に
一
八
一
〇
年
代
に
は
総
督
裁
判
所
の
か
わ
り
に
最
高
裁
判
所
が
設
置
さ
れ

た
が
、
一
八
二
〇
年
代
に
は
よ
り
積
極
的
な
改
革
が
施
さ
れ
た
。
一
八
二
三
年
に
初
期
植
民
地
憲
法
が
導
入
さ
れ
一
八
二
八
年
に
は
改
正
さ
れ

た
。
選
挙
制
度
そ
の
も
の
は
な
か
つ
た
が
、
総
督
の
推
薦
・
国
王
に
よ
る
任
命
と
い
う
形
で
の
国
会
制
度
が
不
十
分
な
が
ら
導
入
さ
れ
、
上
院
議

会
制
度
（
夢
①
冨
α
q
一
ω
寅
竃
0
8
量
一
ω
）
が
形
成
さ
れ
、
司
法
の
独
立
も
果
た
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
囚
人
植
民
地
か
ら
一
般
植
民
地
へ
の
動
き
は
逆
に
囚
人
お
よ
び
エ
マ
ソ
シ
ピ
ス
ト
・
元
囚
人
に
対
す
る
締
め
付
け

が
厳
し
く
な
つ
て
い
く
過
程
で
も
あ
り
、
公
職
か
ら
の
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
・
元
囚
人
の
追
放
へ
と
つ
な
が
つ
て
行
つ
た
（
Ω
山
詩
ロ
8
菖
マ
ω
認
）
。

ま
た
同
時
に
植
民
地
が
南
北
お
よ
び
内
陸
へ
と
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
の
拡
大
に
応
じ
た
警
察
能
力
が
増
大
で
ぎ
ず
に
囚
人
の
逃
亡
や
強

盗
、
密
造
酒
販
売
な
ど
の
治
安
問
題
を
生
み
出
し
て
行
つ
た
。
さ
ら
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
の
攻
撃
か
ら
の
防
衛
能
力
も
減
退
し
は
じ
め
た
た
め
に
、

総
督
は
一
八
二
九
年
に
一
九
郡
制
限
地
区
を
設
定
し
、
こ
の
一
九
の
地
域
以
外
の
土
地
占
有
者
に
対
し
て
は
権
利
お
よ
び
生
命
の
安
全
を
保
障
し

な
い
と
い
う
宣
言
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
（
第
2
1
1
図
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
羊
毛
も
自
国
の
都
市
化
・

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
＝
一
三
三
）
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第2－1図　19郡制限地区とその周辺（ニュー・サウス・ウェールズ植民地）

「9一『一騨『一一一一一一一一’一一一『
t1840一境界外の状況
1牧場一718
1人ロー4，444自由2，624囚人
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駄
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1　　　　赴
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L39．5．22宣言
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臨騨鷹，で伸び．）
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，　　　　ラタラン　　　謬　　　　　　　「集中地区」

1　　　　　　　　≒182910．14

　　　　　　　　欝》り，．，

　　　　　　　ノノ　　」　　》’1マクォーリー

　　　　　　　　　　4ニユー　120
　　　　　　　　　　夢イングラントヤ

〆癬ボ』ル亀・、661

　　　　、　40　　　￥　　’
　　ブライ～、、　　　　轍鱒・一

＼ぐo．璽夢薦鰻一マン・

　　　　　　編γ　　　　、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）

資料引用；Roberts（1935）p．139

　　　　　　　第2－2図　スクウォッターの占有地域（1820年以降の発展）

「
亀
1
ー
ー

　
　
　
　
イ
旺
　
　
グ

　
　
　
　
募
　
ン

　
　
　
　
ヘ
ン
㌃
川
　
　
　
鯉
鰹

難
レ
、
　
㎜
鯵
翫
麟

驚
篶
．
　
鞍
ウ
鉱
纏

有
旺
　
　
　
÷
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
短
…
…
…
㎜
…
響

灘
．
、
、
騰

○

（

四
）

資料引用：同上
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工
業
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
衰
退
し
た
た
め
に
英
国
に
よ
る
植
民
地
羊
毛
へ
の
需
要
が
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
に
植
民
地
内
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

い
て
羊
牧
産
業
の
境
界
外
へ
の
拡
大
を
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
治
安
維
持
問
題
は
増
幅
さ
れ
て
い
つ
た
（
第
2
－
2
図
）
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
囚
人
流
刑
に
対
す
る
疑
問
、
お
よ
び
囚
人
労
働
力
の
能
率
や
僻
地
強
制
労
働
の
も
た
ら
す
改
心
へ
の
影
響
力
に
対
し
て
疑
義
が
生
じ
、
遂

に
、
一
八
三
〇
年
代
に
は
囚
人
流
刑
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
動
き
が
強
ま
つ
た
。
こ
の
反
対
は
増
大
し
た
移
民
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
、
一
八
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

年
に
は
英
国
政
府
を
し
て
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
ヘ
の
囚
人
流
刑
を
中
止
さ
せ
る
程
に
ま
で
進
展
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
一
八
三
〇
年
代
の
羊
牧
業
の
発
展
が
農
業
の
発
達
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
に
至
つ
た
時
点
で
第
一
期
の
模

索
期
は
終
了
す
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
存
の
為
の
条
件
と
し
て
の
農
業
の
確
立
、
お
よ
び
輸
出
産
品
の
発
見
（
海
産
物
・
南
太
平
洋

貿
易
か
ら
羊
牧
業
へ
）
を
通
じ
て
一
般
植
民
地
と
し
て
の
認
識
に
目
ざ
め
、
社
会
構
造
の
変
革
を
生
み
出
し
て
行
く
苦
し
い
模
索
期
か
ら
発
展
期
へ

と
移
つ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
遠
く
隔
つ
た
地
の
果
て
に
英
国
文
明
を
移
植
し
、
育
て
上
げ
て
い
こ

う
と
す
る
方
向
に
植
民
地
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の
目
が
向
け
ら
れ
て
行
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
船
団
に
乗
り
組
ん
だ
者
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
船
員
（
四
四
三
）
、
囚
人
（
男
ー
五
六
八
、
女
－
一
九
一
、
子
供
－
一
三
名
）
、
軍
人
（
兵
士
ー
一
六
〇
、
士
官
お
よ

　
び
下
士
官
－
五
｝
）
、
軍
人
の
家
族
（
妻
子
ー
四
六
）
、
総
督
（
一
）
と
ス
タ
ッ
フ
（
九
）
と
い
う
構
成
で
あ
つ
た
（
9
0
＆
2
〔
ご
謹
〕
3
藁
げ
鴇
》
・
9
『
ω
訂
ヨ
P
O
）
。

（
2
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
開
設
の
基
本
的
原
因
・
目
的
に
関
す
る
議
論
が
以
下
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
鼠
貰
焦
P
9
〔
お
お
〕
。
本
稿
は
こ
の
文
献
を
土
台
と
し
て
い
る
。

　な

お
、
こ
の
論
争
は
、
近
年
に
お
い
て
は
一
九
五
二
年
、
U
筥
一
器
〔
ご
9
〕
が
本
文
に
て
示
し
た
通
説
に
対
し
批
判
を
な
げ
か
け
、
一
九
六
六
年
、
切
一
帥
ぎ
3
〔
δ
8
〕
に
よ
つ
て

　
さ
ら
に
用
意
周
到
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
来
継
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
に
対
し
て
通
説
も
反
批
判
を
行
な
つ
て
い
る
。
そ
の
論
点
を
簡
単
に
示
す
と
以

　下の

通
り
で
あ
る
。

㊨四㊧⇔e
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
）

通
説
批
判
者
の
論
理
は
も
つ
と
も
ら
し
い
が
、
一
七
七
〇
～
八
○
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
式
文
書
に
よ
る
裏
付
け
が
乏
し
い
。

通
説
を
支
持
す
る
公
式
文
書
は
、
そ
れ
に
対
し
て
多
い
。

流
刑
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
批
判
は
、
初
期
に
は
妥
当
す
る
が
、
全
体
と
し
て
割
高
で
あ
つ
た
と
は
い
え
ず
、
初
期
の
目
的
は
達
成
し
た
。

麻
や
木
材
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
近
い
と
こ
ろ
で
採
取
・
獲
得
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
海
軍
用
材
料
獲
得
説
は
根
拠
薄
弱
で
あ
る
。

当
時
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
存
在
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
そ
の
範
域
に
あ
る
の
で
、
経
済
的
利
益
を
損
ね
る
企
て
が
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
て
計
画
さ
れ
る
可
能
性
は
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
　
　
（
二
｝
＝
一
五
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
＝
一
三
六
）

　
　
　
　
な
い
。
し
か
も
、
初
期
の
歴
代
総
督
は
、
植
民
地
が
貿
易
に
よ
つ
て
必
要
以
上
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
造
船
規
制
遵
守
を
堅
持
す
る
よ
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
か

　
　
　
　
ら
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
㊨
　
た
と
え
、
海
軍
用
建
材
・
麻
が
と
れ
た
と
し
て
も
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
運
送
す
る
コ
ス
ト
は
割
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

　
　
　
　
い
か
。
距
離
の
暴
虐
が
逆
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
か
（
ブ
レ
イ
ニ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
み
た
場
合
の
「
距
離
の
暴
虐
」
を
強
調
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
み
る

　
　
　
　
と
逆
も
ま
た
真
な
の
で
あ
る
）
。

　
　
二
百
年
程
前
の
歴
史
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
に
不
明
な
点
が
、
原
因
・
目
的
に
関
し
て
多
い
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
に
対
す
る
好
事
家
的
興
味
を
持
つ
者

　
に
と
つ
て
は
意
味
が
あ
ろ
う
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
研
究
に
対
し
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
な
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
論
争
自
体
を
冷
や
か
な
目
で
見
る
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
O
o
目
9

　
獅
昌
畠
冒
〈
ぎ
磯
〔
一
〇
〇〇
〇
〕
｝
℃
P
ω
ω
よ
①
●

　
　
な
お
、
な
お
、
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
田
畦
器
風
お
8
〕
の
邦
訳
2
九
八
○
〕
の
第
二
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
の
が
日
本
の
読
者
に
と
つ
て
大
変
便
利
と
思
わ
れ
る
。
プ

　
レ
イ
ニ
ー
の
太
変
説
得
力
の
あ
る
議
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
説
支
持
者
も
そ
の
反
批
判
に
カ
を
入
れ
て
い
る
が
、
通
説
支
持
者
の
日
本
語
文
献
と
し
て
は
、
9
貸
屏
〔
一
8
呂
（
邦
訳

　
Ω
九
七
八
〕
）
の
第
一
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
　
一
九
七
八
年
以
後
の
議
論
の
展
開
は
、
　
ω
一
鉱
き
矯
〔
這
つ
0
8
・
o
F
〆
お
よ
び
司
3
警
〔
5
0
0
0
〕
　
で
知
る
こ
と
が
出
来

　
る
。
こ
の
論
争
は
、
建
国
二
百
年
を
前
に
な
お
続
行
す
る
よ
う
だ
。

（
3
）
　
流
刑
制
度
に
つ
い
て
は
、
ω
訂
妻
〔
一
8
9
第
一
章
「
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
以
前
の
犯
罪
と
流
刑
」
、
お
よ
び
、
国
o
げ
ω
8
〔
一
8
凹
9
昌
。
を
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
著
作

　
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
送
ら
れ
た
囚
人
の
性
格
・
質
に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
を
行
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
都
市
の
貧
困
層
、
若
者
が
多
く
、
専
門
の
犯
罪
者
も
多
く
、

晋
科
を
持
つ
者
も
多
い
。
女
囚
は
大
半
が
売
春
婦
で
あ
つ
た
と
い
う
。
む
ろ
ん
政
治
犯
・
軽
犯
罪
者
も
含
ま
れ
て
は
い
た
が
少
数
派
に
属
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）
　
例
え
ば
、
結
局
、
当
局
に
よ
つ
て
拒
否
さ
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
マ
ト
ラ
（
ト
言
●
寓
魯
鵠
）
に
よ
る
提
案
が
有
名
で
あ
る
。
彼
の
提
案
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
際
の
王
党

　
派
（
9
0
＞
ヨ
2
一
8
ロ
幻
o
鴇
一
一
9
）
の
新
し
い
天
地
と
し
て
、
ま
た
、
貿
易
、
海
軍
用
の
麻
、
建
材
獲
得
の
た
め
の
基
地
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
を
提
案
し
て
い
る

　
（
．
＞
勺
畦
o
℃
o
の
毘
h
o
嬬
閏
雪
”
び
一
一
ω
匡
昌
σ
q
”
ω
①
9
一
①
］
B
o
昌
け
冒
2
①
≦
ω
o
ロ
け
プ
≦
費
一
〇
ω
・
O
ω
＞
ロ
閃
ロ
雪
一
刈
o
o
ω
．
ぎ
】
≦
帥
吋
け
一
F
O
・
口
O
『
c
o
〕
℃
℃
・
O
I
置
・
）
。
彼
は
、
キ
ャ
プ
テ

　
ン
・
ク
ッ
ク
の
一
七
七
〇
年
の
航
海
に
参
加
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
後
、
政
府
が
流
刑
植
民
地
と
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
二
つ
の
目
的
を
合
体
さ

　
せ
た
計
画
を
提
出
（
一
七
八
四
年
四
月
）
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
遠
す
ぎ
て
商
業
・
軍
事
面
に
お
い
て
利
用
し
に
く
い
と
い
う
政
府
の
見
解
を
く
つ
が
え
す

　
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
こ
の
マ
ト
ラ
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
O
一
貸
犀
但
8
卜
o
〕
署
・
総
占
9
を
参
照
。
似
た
よ
う
な
提
案
に
つ
い
て
は
ぎ
一
“
も
P
8
為
P
　
を
参
照
。
バ
ン
ク

　
ス
の
提
案
・
報
告
に
つ
い
て
は
、
O
訂
罠
〔
お
8
〕
箸
h
？
鵠
．

（
5
）
　
こ
の
誤
算
、
「
誤
解
も
植
民
決
定
に
与
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
田
”
冒
2
〔
ご
o
。
O
〕
魯
■
一
。
は
主
張
し
、
植
民
地
原
因
・
目
的
論
争
に
新
た
な
る
一
頁
を
加
え

　
よ
う
と
し
て
い
る
。
バ
ン
ク
ス
の
報
告
は
、
東
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
気
候
が
よ
い
と
さ
れ
る
五
月
頃
の
も
の
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
バ
ン
ク
ス
の
一
七
七
〇
年
の
報
告

　
か
ら
一
七
八
七
年
の
第
一
船
団
出
発
ま
で
の
間
、
一
度
も
植
民
予
定
地
の
下
調
べ
を
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）
　
第
｝
般
団
の
苦
闘
ぶ
り
は
、
多
く
の
歴
史
家
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
題
材
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
9
0
註
2
〔
ご
凝
〕
昌
」
げ
望
ω
げ
四
ヨ
暑
◎
「
穽
を
参
照
。
な
お
同
時
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代
人
の
記
録
↓
窪
畠
〔
ミ
o
o
ε
き
畠
〔
ミ
8
〕
が
有
益
で
あ
る
。
本
文
に
お
け
る
植
民
地
の
地
質
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
幻
o
げ
冒
の
3
〔
這
＄
〕
｝
お
よ
び
男
一
9
9
貸
〔
ぢ
＄
〕
印

　
〔
ご
お
〕
o
F
。
。
・
を
参
照
。
囚
人
の
労
働
力
と
し
て
の
質
に
つ
い
て
は
ω
富
名
〔
一
8
8
、
士
官
等
の
質
に
つ
い
て
は
ω
3
〈
塁
〔
δ
＄
（
餌
）
〕
℃
P
一
8
1
一
8
・
を
参
照
し
た
。

（
7
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
植
民
に
関
し
て
通
説
批
判
者
が
強
調
し
た
エ
ゾ
松
や
麻
の
移
植
、
採
取
の
試
み
は
実
際
に
行
な
わ
れ
た
し
、
帆
布
作
り
の
試
み
も
総
督
の
指
揮
の
も
と
で
行
な

　
わ
れ
た
。
第
一
船
団
到
藩
後
、
三
週
間
も
た
た
ぬ
う
ち
に
後
に
第
三
代
総
督
と
な
つ
た
キ
ン
グ
を
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
派
遣
し
領
土
化
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ゾ
松
の
質

　
が
思
つ
て
い
た
ほ
ど
の
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
、
麻
の
移
植
の
失
敗
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
成
功
し
な
か
つ
た
。
植
民
の
基
本
的
計
画
書
（
国
①
豊
ω
9
”
包
目
）
に
は
、

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
麻
・
木
材
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
木
材
な
ど
の
伐
切
・
移
植
な
ど
の
軍
事
目
的
も
最
後
に
述
べ
て
あ
る
。
こ
の
計
画
書
の
最
後
ゐ
部
分
が
植
民
目
的
・
原
因

　
論
争
の
火
種
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
冨
舞
菖
P
g
P
鴇
o
。
〕
所
収
の
各
論
文
、
零
巴
昌
口
8
呂
を
参
照
。
な
お
計
画
書
全
文
は
竃
鐸
菖
P
g

　o

P
9
“
℃
P
8
－
8
．
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
外
部
と
の
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
七
九
二
年
で
あ
る
。
そ
の
年
の
六
月
、
カ
ル
カ
ッ
タ
よ
り
輸
送
船
「
ア
ト
ヲ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
が
到
着
、
一
〇
月
に
は
東
イ
ン
ド
会
社

　
よ
り
『
隻
、
二
月
に
は
英
国
よ
り
補
給
船
が
到
着
し
て
い
る
。
な
お
、
一
七
八
八
年
か
ら
｝
八
O
O
年
の
間
、
囚
人
輸
送
船
は
四
三
隻
が
到
着
し
、
七
四
八
六
名
（
内
七
五
六
名

　
死
亡
）
を
上
陸
さ
せ
て
い
る
（
O
一
帥
祷
〔
ぢ
9
〕
b
P
旨
ア
お
ρ
お
よ
び
ω
o
暮
醇
〔
這
o。
8
）
。

（
9
）
　
恩
赦
に
は
二
種
類
あ
つ
た
。
一
つ
は
、
完
全
恩
赦
（
》
び
ω
o
一
5
0
勺
貸
3
霧
）
、
他
は
条
件
付
恩
赦
（
O
o
注
三
〇
冨
一
℃
貰
3
霧
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
恩
赦
を
受
け
た
時

　
点
で
、
自
由
の
身
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
帰
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
後
者
は
、
本
来
の
刑
期
が
終
了
す
る
ま
で
植
民
地
に
留
ま
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
の
時
代
に
は
、
元

　
囚
人
全
て
を
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
と
い
う
習
慣
が
出
来
た
が
、
元
囚
人
（
賃
占
8
二
9
ω
）
と
エ
マ
ン
シ
ピ
ス
ト
で
は
、
社
会
的
評
価
が
多
少
異
な
つ
て
い
た
（
O
一
貸
犀
口
8
呂

　
P
誌
9
）
。

（
1
0
）
植
民
地
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
軍
団
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
も
多
い
が
、
本
稿
は
以
下
の
文
献
に
多
く
を
負
う
。
》
げ
げ
0
9
ロ
8
0
（
。。
）
〕
り
包
9
0
犀
R

　
〔
這
お
〕
o
F
男
●
お
よ
び
O
富
賊
閃
口
8
8
0
7
0
0
触
唱
P
お
N
ー
嶺
P

（
11
）
　
総
督
キ
ン
グ
と
植
民
地
貿
易
に
つ
い
て
は
＞
σ
び
0
9
〔
一
8
0
（
m
）
〕
お
よ
び
〔
一
8
0
（
び
）
〕
を
参
照
。
な
お
、
キ
ン
グ
総
督
の
緊
縮
財
政
（
一
八
○
咽
ー
一
八
〇
六
年
）
と
ハ

　
ン
タ
ー
財
政
の
比
較
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

（
12
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
初
期
産
業
・
貿
易
が
海
産
物
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
の

　
は
切
一
巴
口
2
〔
這
罐
〕
お
よ
び
〔
ご
9
〕
o
F
9
で
あ
り
、
と
く
に
補
鯨
産
業
が
造
船
工
業

　
の
発
達
を
促
し
、
植
民
地
に
与
え
た
大
ぎ
な
影
響
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
＝
9
一
①
〔
ご
＄
〕

　
は
、
ω
置
冒
2
お
よ
び
響
雲
窪
口
8
0
（
o
）
〕
の
結
論
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
（
℃
P
嵩
一

ー
旨
P
）
。
な
お
、
ω
9
＜
象
口
8
呂
お
よ
び
国
鉱
霧
名
8
些
〔
ご
o
。
ご
曽
α
①
α
．
〕
は
、
植

民
地
貿
易
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
。

（
1
3
）
　
羊
は
、
従
来
、
植
民
地
に
お
い
て
は
食
肉
用
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
お
り
、
羊
肉
の
価
格

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）

大蔵省手形発行量の変遷

　（NSW，179肝一1806）

　　　　（£

37，240

28，619

14，909

26，407

43，448

50，7α7

17，267

17，837

21，465

19，298

32，351

13．972

脳
㈱
僻
㈱
㎜
㎜
㎜
㎜

1803

1804

1805

1806

資料出所：Abbott，

‘Economic　Growth，，

in　Abbott＆Naim
（eds），E‘0π0躍O

G708σ’h　oノ11粥ケσ露α

1788－1821，1969，p．14｛

二
三
　
　
（
＝
二
二
七
）

23



　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
＝
二
二
八
）

　
は
植
民
地
内
に
お
い
て
高
く
、
リ
ス
ク
の
多
か
つ
た
羊
毛
産
業
へ
手
を
出
そ
う
と
す
る
者
は
当
初
少
な
か
つ
た
。
本
格
的
な
試
み
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
お
よ
び
牧
師
マ
ー
ス
デ
ン

　
（
留
B
仁
o
一
蜜
貸
毘
曾
）
に
よ
つ
て
開
始
さ
れ
た
（
ω
プ
ゆ
譲
〔
一
〇
c
。
O
〕
署
⇔
㌣
1
田
。
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
切
8
〈
曾
口
8
9
が
さ
ら
に
詳
し
い
議
論
を
行
な
つ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
植
民
地
貿
易
に
対
す
る
障
害
お
よ
び
そ
の
克
服
過
程
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
に
多
く
を
負
う
。
東
イ
ン
ド
会
社
、
航
海
条
例
に
つ
い
て
は
霊
巴
爵
o
拐
o
ロ
8
ε
、
ア
ザ

　
ラ
シ
、
捕
鯨
産
業
に
つ
い
て
は
ω
ぎ
〈
窪
口
8
0
（
m
）
〕
お
よ
び
ロ
8
只
o
）
〕
。
羊
毛
産
業
に
つ
い
て
は
、
幻
o
げ
醇
房
〔
お
3
〕
o
F
P
暑
．
ω
¶
畠
・
を
参
照
。

（
1
5
）
　
こ
の
反
乱
は
、
ラ
ム
酒
の
取
引
ぎ
制
限
を
一
つ
の
引
き
金
と
し
て
い
る
た
め
「
ラ
ム
酒
の
反
乱
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
総
督
プ
ラ
イ
は
、
一
七
八
九
年
四
月
、
タ
ヒ

　
チ
の
近
く
の
海
域
で
起
ぎ
た
「
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
反
乱
」
の
当
事
者
、
す
な
わ
ち
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
船
長
で
あ
つ
た
。
彼
は
性
格
的
に
も
他
人
と
対
立
す
る
こ
と
が
多
か
つ
た
と
さ

　
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
小
農
の
中
に
も
対
立
す
る
者
が
か
な
り
い
た
（
O
一
碧
犀
口
8
呂
暑
。
曽
？
聾
。
）
。
ラ
ム
酒
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
国
奏
9
〔
一
〇
〇〇
G
。
〕
お
よ
び
閃
一
〇
汀
げ
辞

　
〔
一
8
0
0
）
を
参
照
。

（
1
6
）
　
マ
ッ
ヵ
ー
サ
ー
は
一
八
〇
九
年
植
民
地
を
離
れ
、
｝
八
一
七
年
に
帰
還
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
妻
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
牧
場
を
運
営
し
て
い
た
。
マ
ッ
ヵ
ー
サ
ー
の
業
績
に
っ
い

　
て
は
、
幻
o
げ
曾
呂
〔
ご
ω
呂
お
よ
び
＞
げ
げ
0
9
Q
8
0
（
o
）
〕
を
参
照
o

（
1
7
）
　
ト
ー
マ
ス
・
ピ
ッ
グ
の
植
民
地
に
お
け
る
調
査
と
そ
の
報
告
書
が
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
植
民
地
の
発
展
の
方
向
を
大
ぎ
く
変
え
る
転
機
と
な
つ
た
（
O
寅
祷

　
ロ
8
8
暑
●
ω
爲
i
ω
お
）
。
ビ
ッ
グ
の
報
告
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
O
p
些
o
ω
富
け
o
o
h
昌
①
O
o
一
〇
ロ
矯
o
一
Z
o
宅
ω
o
躍
9
名
”
一
〇
ω
（
一
〇〇
8
）

　
　
8
0
口
爵
o
冒
島
o
冨
一
国
の
富
三
凶
昌
目
o
暮
ω
日
2
①
毛
ω
o
躍
9
名
鈴
o
。
・
帥
且
く
器
U
一
①
ヨ
雪
．
の
冒
且
（
一
〇。
8
）

　
　
包
　
O
昌
一
げ
o
ω
9
3
0
協
＞
唱
一
〇
三
け
ξ
o
”
p
α
↓
旨
α
①
冨
一
げ
o
O
o
一
〇
昌
『
o
賄
2
0
≦
ω
0
5
ぼ
名
帥
一
〇
ω
（
一
〇〇
8
）

（
1
8
）
　
植
民
地
内
の
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
巧
毘
昌
〔
お
8
〕
お
よ
び
〔
一
8
8
が
さ
ら
に
詳
し
い
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
輸
入
品
の
輸
送
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
植
民
地

内
に
輸
入
代
替
品
工
業
を
発
展
さ
せ
る
余
地
は
十
分
あ
つ
た
が
、
結
局
、
輸
入
不
可
能
な
ピ
ー
ル
醸
造
産
業
な
ど
の
発
展
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎

　
え
る
一
八
五
〇
年
代
ま
で
停
滞
的
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

（
1
9
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
機
会
の
国
（
”
訂
区
9
0
暑
8
ξ
乱
ξ
）
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
一
八
一
〇
年
代
の
後
半
か
ら
で
あ
り
、
「
ジ
ェ

　
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
（
爵
①
O
曾
菖
0
9
”
p
．
ω
困
溜
欝
5
0
）
」
（
男
o
ぼ
轟
q
一
〇
〇
ミ
）
な
ど
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
関
心
を
あ
お
り
立
て
た
（
O
一
碧
貫
一
8
菖
℃
P
ω
鍵
ー
8
P
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
，

（
2
0
）
　
O
ポ
祷
の
示
唆
す
る
数
字
に
よ
れ
ば
、
下
表
の
通
り
に
な
る
が
、
全
て
が
五
〇
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
資
本
を

持
つ
た
中
産
階
級
で
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
（
O
訂
醤
〔
一
8
0
。
〕
署
．
お
ー
一
9
）
。
し
か
し
、
大
部
分
は
植
民

　
地
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
階
層
を
形
成
し
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
1
）
　
植
民
地
内
の
政
治
制
度
・
裁
判
制
度
の
変
遷
、
変
革
過
程
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
稿
に
多
く
を
負
う
。

　
寓
o
国
ぎ
昌
〔
這
お
〕
o
げ
の
●
一
勲
N
お
よ
び
国
”
客
ミ
①
＝
〔
ご
脇
〕
。

（
2
2
）
羊
・
牛
の
牧
畜
業
の
拡
大
に
と
も
な
う
植
民
地
の
拡
大
、
お
よ
び
植
民
地
治
安
状
況
の
悪
化
と
そ
れ
に
対

二昌一・サウス・ウヱ

ールズおよびバン・

ディーメンズ・ラン

ドヘの移民者の数

　　　（1822－30年）

1822　　　　875

　1823　　　　543

1824　　　　780

　1825　　　　485

　1826　　　　903

　1827　　　　715
　1828　　　　　　1，056

　1829　　　　　1，005

　1830　　　　772

数字はClark，A　E∫5一

’07ツoノ！1鋸sケ嬉σ，

vol．2，　1968，　P。16
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す
る
植
民
地
政
府
の
警
告
に
つ
い
て
は
、
閑
3
醇
3
口
8
包
畠
9
0
印
①
・
を
参
照
。

（
2
3
）
　
囚
人
流
刑
は
、
引
ぎ
続
ぎ
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ヲ
ン
ド
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
が
、
ゴ
ー
ル
ド
ニ
フ
ッ
シ
ュ
開
始
と
と
も
に
自
由
人
が
増
え
た
た
め
一
八
五
二
年
に
中

　
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
順
調
な
発
展
を
遂
げ
た
東
海
岸
の
植
民
地
に
対
し
、
一
八
二
九
年
の
ス
ワ
ン
・
リ
バ
ー
植
民
以
来
、
不
調
で
あ
つ
た
植
民
活
動
を
救
済
す
る
た
め
に
、
西
オ

　
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
は
、
囚
人
流
刑
制
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
八
五
〇
年
に
流
刑
が
開
始
さ
れ
、
｝
八
六
八
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
一
七
八
八
年
か
ら
一
八
六
八
年
の
約

　
八
○
年
の
間
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
送
り
込
ま
れ
た
囚
人
の
数
は
約
工
ハ
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
前
注
（
3
）
の
示
す
文
献
を
参
照
。

　
　
　
　
　
引
用
文
献
リ
ス
ト

　
英
文
文
献

＞
げ
げ
o
け
計
o
●
一
‘
帥
且
審
岸
p
2
．
切
‘
a
ω
‘
一
3
P
騨
§
。
ミ
ら
専
§
導
o
、
迅
§
讐
ミ
言
箋
o
o
o
o
I
』
盒
9
0
ミ
｝
ζ
。
一
げ
g
旨
Φ
q
．
℃
‘
鼠
o
一
σ
o
ロ
旨
ρ

　
　
　
　
　
　
－
一
り
①
O
（
ゆ
）
噛
　
．
閏
い
O
O
口
O
臼
一
〇
（
甲
殊
O
ミ
鈴
ゲ
．
一
昌
　
＞
げ
ぴ
O
け
け
　
帥
昌
山
　
Z
帥
一
構
昌
℃
　
①
α
ω
●

　
　
　
　
　
　
、
一
8
0
（
σ
y
、
O
o
〈
①
旨
o
賊
匿
凝
、
。
。
》
α
鼠
巳
警
旨
菖
8
．
」
昌
＞
喜
o
暮
睾
ユ
2
帥
岸
p
①
3
●

　
　
　
　
　
　
暢
　
一
〇
①
只
O
）
｝
　
、
円
び
O
　
勺
帥
の
一
〇
『
弾
一
　
H
P
畠
口
の
一
『
『
り
り
一
P
　
》
σ
げ
〇
一
け
　
四
昌
α
2
”
一
賊
P
l
　
O
山
ω
。

＞
縄
ω
一
『
”
嵩
の
昌
℃
O
づ
ロ
一
鎖
一
一
〇
P
帥
口
島
一
昌
β
日
一
ひ
q
同
P
け
一
〇
昌
O
O
賃
昌
O
一
一
、
一
〇
刈
刈
｝
　
』
ミ
§
馬
磯
憶
“
艦
馬
O
§
、
O
N
軌
“
軌
恥
肋
9
ミ
織
＞
黛
⇔
帖
、
亀
、
馬
“
．
⇔
、
O
特
黛
畑
黛
帖
馬
O
醤
、
」
O
、
偽
偽
§
』
u
Q
特
い
『
覧
》
。
O
●
勺
・
ω
ご

　
　
　
　
　
　
O
”
P
一
》
①
博
『
ρゆ
●

＞
9
ω
け
『
臼
罵
鎖
P
勺
O
℃
ロ
一
”
け
一
〇
口
山
昌
q
一
ヨ
ヨ
一
㎎
槻
餌
ユ
O
昌
O
O
ロ
ロ
O
＝
や
＞
q
の
け
賊
”
一
一
餌
口
局
け
び
昌
剛
O
　
＞
h
剛
麟
一
吋
の
O
O
偉
P
O
凶
一
・
］
b
q
O
｝
ミ
黛
馬
肺
軌
“
蔑
馬
肺
黛
『
Q
h
馬
物
ミ
“
爲
軋
　
篤
～
肋
　
』
ミ
㌻
～
馬
偽
“
貼
噺
◎
醤
⇔

　
　
　
　
　
　
、
O
、
　
』
ミ
ミ
賊
鴫
唖
“
肺
馬
◎
蕊
　
、
O
畑
軌
q
棲
切
｝
●
　
O
’
　
勺
。
　
Qo
；
　
O
餌
昌
げ
O
賊
賊
帥
。

田
ぴ
訂
o
q
o
一
閑
‘
這
o
。
ρ
尋
牒
ミ
鳶
鳶
鳶
卜
琶
㌣
ミ
誉
．
⇔
b
恥
、
§
罫
q
巳
〈
。
琶
好
o
臨
ρ
ロ
o
。
拐
一
塁
q
淳
。
ω
ω
、
誓
。
冒
9
p

切
”
尻
①
賊
一
∪
●
零
．
＞
‘
　
一
〇
①
“
｝
　
、
円
げ
O
O
『
一
σ
q
凶
昌
の
O
楠
国
O
げ
O
同
け
ω
O
P
げ
い
帥
P
α
＞
0
幹
の
曽
一
口
鳶
眺
⇔
貼
O
、
軌
“
麟
h
の
、
讐
亀
焼
偽
⇔
　
砺
恥
、
鳴
“
牒
鳴
軋
　
迅
憶
、
軌
“
隔
恥
⇔
”
　
笥
噺
『
肋
軸
　
的
僑
、
軌
い
⇔
矯
　
ζ
φ
一
げ
O
偉
吋
昌
Φ

　
　
　
　
　
　
q
．
　
℃
こ
　
ン
自
①
一
σ
O
賃
『
P
O
●

ω
O
O
〈
O
き
国
・
》
‘
一
8
9
．
↓
げ
O
O
凱
晩
一
P
O
賄
貯
げ
O
≦
O
O
一
一
昌
α
信
ω
0
彗
矯
一
P
2
0
毛
ω
O
鍔
け
『
マ
の
一
〇
の
リ
サ
一
ロ
切
鑓
吻
、
蕊
恥
砺
⇔
』
憶
馬
》
軌
唱
恥
⇔
黛
醤
軋
鞘
軌
ω
怖
O
、
黛
燈
＜
O
一
●
＜
u
2
0
。
P

観
き
F
＞
●
し
8
即
、
日
ぎ
冒
覧
①
琶
。
暮
畳
魯
亀
爵
①
名
鑑
言
＞
霧
⇔
醤
ぎ
勺
＆
身
ぎ
菩
。
曾
8
霧
『
邑
o
o
薦
母
冒
費
曾
藁
ご
曾
ー
話
．
」
昌
卜
眞
彊
勘
‘

　
　
　
　
　
　
＜
O
一
．
】
n
一
u
　
2
0
。
　
O
・

田
睡
。
F
幻
』
区
田
昌
o
＝
↓
。
」
。
。
。
一
、
、
醤
』
霧
ミ
ミ
ぎ
§
§
、
§
ミ
ミ
暁
§
§
軋
＞
蕊
㌣
ミ
噺
§
吻
ミ
萄
こ
”
言
凝
昌
き
9
3
霞
3
言
g
げ
窪
旨
o
●

匹
鉱
ロ
①
ざ
O
‘
一
3
ど
．
O
o
匡
m
且
O
o
〈
0
3
0
窃
．
ぎ
韓
無
ミ
驚
ミ
曽
篭
軌
霧
｝
2
0
●
ω
9

　
　
　
　
　
　
一
一
8
N
｝
　
輪
↓
ぽ
O
O
O
一
住
閑
口
ω
ザ
O
の
”
↓
ゲ
O
鴫
O
ゆ
『
O
騰
U
O
O
一
ω
一
〇
昌
．
一
昌
鳶
篤
向
貼
Q
唖
噛
“
黛
h
q
牒
蟄
“
職
雨
肋
贈
2
0
・
ω
C
o
。

　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
『
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
一
三
九
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
〇
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
儀
ロ
曾
曙

　
　
　
　
　
　
0
”
昌
び
o
旨
p

　
　
　
　
　
　
　
燭
一
S
P

　
　
　
　
　
　
。
一
〇
お
｝

　
　
　
　
　
　
り
一
〇
〇
。
ど

　
　
　
　
　
　
O
餌
口
ぴ
①
睡
p

　
　
　
　
　
　
℃
一
〇
〇。
一
り

ω
暮
一
一
P
客
O
こ

　
　
　
　
　
　
ご
●
勺
。

O
”
B
一
＝
o
拝
い

O
き
昌
o
P
言
‘
這
①
9

0
富
一
＜
『
の
o
P

9
貸
F
ζ
‘
ご
8
｝

　
　
　
　
　
　
。
一
〇
3
も
黛
ミ
帖

ー
り
迅
歳
篤
詮
ミ
黛

　
　
　
　
　
　
＜
o
一
・

ω
o
o
げ
目
矯

ω
o
一
け
o
P

切
躍
賊
o
ロ
＝

℃
一
8
00

り

り
一
〇
総
》

り
一
〇
〇
ρ

り
一
〇
〇
〇
ρ

国
。
》

り
一
S
O

O
●
℃

O
脇

＜
O
一
．

＜
O
一
。

＜
o
一
。

φ』ω奴）一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
　
二
三
二
〇
）

　
『
ミ
肉
琶
魯
↓
魯
ミ
さ
鵯
ミ
肉
醤
織
＆
、
込
鶉
典
ミ
疑
o
＼
』
葛
壁
ミ
焼
§
ミ
州
ミ
醤
堕
ζ
巴
σ
2
三
①
q
勺
ご
ζ
Φ
一
σ
o
ξ
コ
ρ
（
ω
監
o
ら
こ
ぢ
配
y

　
、
↓
①
。
ぢ
o
一
〇
鵯
ぎ
》
毒
ξ
島
磐
｝
富
け
。
蔓
、
ぎ
切
蕩
軌
ミ
霧
専
ら
ミ
ミ
恥
§
織
ミ
象
ミ
ざ
＜
。
一
。
H
＜
｝
2
p
P

　
↓
ミ
『
紀
ミ
§
黛
＆
b
旨
ミ
ミ
魯
魯
§
b
苛
ミ
§
恥
、
の
魯
魯
ミ
缶
蕊
㌣
ミ
欝
、
物
輻
無
ミ
8
ω
彗
切
o
o
訂
り
竃
o
ぎ
o
ξ
昌
ρ

」
卜
§
織
葭
ミ
、
き
き
属
8
目
竃
山
P
ζ
①
一
び
o
ロ
旨
①
。

こ
一
零
ポ
、
憶
8
黛
試
電
§
軋
b
巷
蓋
跨
軌
§
き
ト
§
㌣
ミ
言
』
o
b
o
o
簡
I
N
Q
o
℃
ざ
○
筏
o
巳
q
。
℃
こ
冒
民
9
。

（
曽
α
。
e
り
↓
ミ
§
誉
導
o
§
帖
ミ
兄
騨
§
。
ミ
“
b
ミ
匙
＆
ミ
ミ
ミ
餌
蕊
讐
ミ
墨
い
o
凝
目
磐
9
①
昌
ざ
嫡
霞
o
一
げ
o
ξ
昌
p
（
一
ω
け
。
山
こ
一
鶏
一
）
●

　
　
　
　
9
S
ご
§
軋
9
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匙
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』
葛
讐
ミ
ミ
醤
肉
愚
箋
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♪
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醇
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ひ
q
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b
や
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昌
註
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胤
昌
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●

　
　
　
　
　
　
国
8
き
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8
し
箋
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｝
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物
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O
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◆
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こ
O
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σ
①
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ア
経
済
の
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
東
京
、
一
九
七
四
年
）
。

小
島
清
／
日
豪
調
査
委
員
会
編
『
豪
州
経
済
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
東
京
、
一
九
八
一
年
）
。

琴
野
孝
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
労
働
市
場
と
賃
金
裁
定
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
寒
野
孝
編
『
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
研
究
』
前
出
）
。

琴
野
孝
「
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業
化
」
（
琴
野
孝
編
『
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
研
究
』
前
出
）
。

ネ
ヴ
ィ
ル
・
メ
イ
ニ
ー
（
赤
根
谷
達
男
訳
）
「
『
黄
禍
論
』
と
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
危
機
』
ー
オ
ー
ス
」
ラ
リ
ア
外
交
政
策
史
に
お
け
る
日
本
、
一
九
〇
五
－
一
九
四
｝
年
」

　
　
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
前
出
）
。

本
岡
武
「
日
豪
経
済
関
係
論
序
説
ー
研
究
の
方
法
と
課
題
」
（
追
手
門
学
院
大
学
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
所
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
八
○
年
）
。

P
・
B
・
マ
ー
フ
ィ
ー
（
福
嶋
輝
彦
訳
）
「
太
平
洋
協
定
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
安
全
保
障
（
一
九
一
＝
ー
三
七
年
）
」
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
前
出
）
。

成
田
勝
四
郎
編
著
『
日
豪
通
商
外
交
史
』
（
新
評
論
、
東
京
、
一
九
七
一
年
）
。

押
元
直
正
「
タ
ー
ス
デ
ー
物
語
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
躍
し
た
日
本
人
1
」
（
国
際
協
力
事
業
団
編
『
移
住
研
究
』
第
二
号
、
一
九
七
五
年
二
月
）
。

佐
藤
恭
三
「
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
ー
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
と
太
平
洋
国
家
意
識
の
狭
間
1
」
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
前
出
）
。

関
根
政
美
「
幕
末
・
明
治
前
期
日
本
の
初
期
工
業
化
過
程
に
関
す
る
若
干
の
考
察
（
そ
の
一
）
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
四
号
、
｝
九
八
○
年
）
。

D
・
C
・
S
・
シ
ソ
ン
ズ
（
押
元
直
正
訳
）
「
あ
る
移
民
の
一
族
」
（
国
際
協
力
事
業
団
編
『
移
住
研
究
』
第
一
六
号
、
一
九
七
九
年
）
。

竹
田
い
さ
み
「
白
豪
政
策
の
成
立
と
日
本
の
対
応
－
近
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
日
基
本
政
策
1
」
（
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
前
出
）
。

谷
口
重
吉
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
税
委
員
会
」
（
追
手
門
大
学
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
所
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
紀
要
』
第
｝
号
、
一
九
七
五
年
）
。

谷
口
重
吉
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
助
成
委
員
会
」
（
追
手
門
大
学
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
所
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
七
六
年
）
。

（
日
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三
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）


